
紀
元
前
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
穀
物
供
給
政
策
と
海
上
交
易
商
人

杉

本

陽
奈
子

紀元前四世紀アテナイにおける穀物供給政策と海上交易商人（杉本）

【
要
約
】
　
穀
物
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
る
中
、
前
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ
で
は
海
上
交
易
商
入
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
行
研
究
で
は
、

商
人
の
社
会
的
地
位
や
ア
テ
ナ
イ
側
の
政
策
方
針
に
重
点
が
置
か
れ
、
実
際
に
穀
物
供
給
を
支
え
て
い
た
商
人
側
の
状
況
に
は
目
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
本
稿
は
、
穀
物
供
給
政
策
の
運
営
に
お
け
る
海
上
交
易
商
人
の
役
割
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
を
団
的
と
す
る
。
関
連
史
料
を
分
析
し
た

結
果
、
交
易
関
連
奉
仕
に
対
す
る
顕
彰
と
い
う
政
策
を
通
じ
て
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
商
業

裁
判
に
お
け
る
海
上
貸
付
の
事
例
か
ら
は
、
海
上
貸
付
制
度
の
主
要
部
分
が
、
商
人
の
人
的
紐
帯
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
顕
彰
に
お
い
て
も
、
奉
仕
が
行
わ
れ
た
事
実
を
確
認
す
る
際
に
商
人
の
人
的
紐
帯
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物

供
給
政
策
は
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
を
形
成
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
七
巻
五
号
　
二
〇
　
四
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
古
代
ギ
リ
シ
ア
世
界
は
様
々
な
ポ
リ
ス
か
ら
成
り
、
各
ポ
リ
ス
社
会
の
中
核
的
構
成
員
は
市
民
で
あ
っ
た
。
ポ
リ
ス
に
お
け
る
土
地
所
有
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
市
民
の
み
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
主
と
し
て
、
定
住
し
て
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
海
上
交
易
に
従
事
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
た
の
は
、
土
地
所
有
権
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
非
市
民
と
い
っ
た
、
ポ
リ
ス
社
会
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
ア
テ
ナ
イ
は
、
穀
物
や
木
材
の
生
育
に
適
さ
ず
、
そ
の
供
給
を
国
外
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
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③

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
前
四
世
紀
に
は
、
前
五
世
紀
の
「
ア
テ
ナ
イ
帝
国
」
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
加
え
、
同
盟
市
戦
争
や
カ
イ
ロ
ネ
イ
ア
の
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
の
敗
北
、
さ
ら
に
は
度
重
な
る
飢
饒
に
よ
っ
て
、
穀
物
の
安
定
的
供
給
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
問
題
は
、
年
一
〇
回
の
主
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

民
会
で
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
深
刻
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
史
料
か
ら
は
、
ア
テ
ナ
イ
が
、
市
場
の
監
督
を
行
う
役
人
の

配
置
や
法
整
備
を
行
う
と
同
時
に
、
交
易
に
関
す
る
奉
仕
へ
の
顕
彰
や
商
業
裁
判
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
海
上
交
易
商
人
を
誘
致
し
、
穀
物
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
も
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
公
的
な
商
船
が
組
織
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
な
く
、
穀
物
の
供
給
は
、
海
上
交
易
商
人
の
活
動
に
依
存
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
前
四
世
紀
は
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
海
上
交
易
商
人
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
時
代
な
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
う
し
た
前
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ
を
交
易
圏
に
含
め
て
活
動
し
て
い
た
海
上
交
易
商
人
に
焦
点
を
絞
り
、
ア
テ
ナ
イ
が
穀
物
供
給
政

策
を
行
う
申
で
、
彼
ら
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
海
上
交
易
商
人
に
新
た
な
位
置
づ
け
を
与
え
る
と
同
時
に
、
当
時
の
ア
テ
ナ
イ
社
会
を
と
り
ま
く

状
況
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
よ
り
大
き
な
展
望
と
し
て
は
、
特
定
ポ
リ
ス
を
越
え
て
移
動
す
る
人
々
で
あ
る
海

上
交
易
商
人
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
東
地
中
海
域
で
展
開
さ
れ
た
活
動
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
史
料
名
等
の
略
号
は
、
卜
誠
ミ
N
§
、
ミ
ミ
轟
§
ミ
に
依
拠
す
る
。
本
文
中
の
引
用

は
、
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
試
訳
で
あ
り
、
訳
文
中
の
角
括
弧
は
碑
文
集
で
採
用
さ
れ

て
い
る
補
い
を
、
丸
括
弧
は
筆
者
に
よ
る
補
い
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
ギ
リ
シ
ア
語

の
長
母
音
は
原
則
と
し
て
無
視
し
、
φ
の
音
は
慣
幣
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を

除
き
パ
ピ
プ
ペ
ポ
で
表
す
。

①
た
だ
し
、
非
市
民
の
申
に
は
、
ポ
リ
ス
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
例
外
的

　
に
土
地
所
有
権
を
付
与
さ
れ
た
者
も
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、

　
｝
．
℃
a
耳
評
ρ
　
↓
譜
さ
ご
ミ
馬
N
“
誉
、
、
ぎ
　
O
ミ
ミ
駄
朝
隷
ミ
携
焼
恥
暁
篭
》
ミ
ら

　
ミ
旨
§
、
㌧
§
勲
℃
鑓
ぴ
ρ
お
①
①
を
参
照
。

②
℃
．
竃
象
Φ
。
ぎ
す
9
§
ミ
鳴
誘
帖
謡
§
O
ミ
簿
G
ミ
翁
§
導
鴨
さ
ミ
ミ
G
§
ミ
透

　
b
ロ
9
q
、
り
。
う
α
o
口
曳
傷
窯
①
芝
嶋
。
葵
”
一
Φ
O
Q
ρ
U
P
ω
1
9
嵩
Q
O
歯
8
．

③
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
主
食
で
あ
る
穀
物
の
自
給
率
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

　
様
々
な
数
値
が
算
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
必
ず
し
も
見
解
が
一
致

　
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
半
の
研
究
者
が
、
暗
黒
、
四
世
紀
の
東
地
中

　
海
域
で
は
、
木
材
や
穀
物
と
い
っ
た
必
要
物
資
が
、
ア
テ
ナ
イ
へ
と
大
規
模
に
輸

　
送
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
展
開
し
て
い
た
と
い
う
見
解
を
共
有
し
て
お
り
、
先
行

2　（682）
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研
究
の
中
で
穀
物
自
給
率
を
最
も
高
く
見
積
も
る
国
Ω
舘
彦
Φ
零
寒
ミ
§
鴨
ミ
～
職

　
ぽ
ミ
9
§
セ
き
き
笥
O
ミ
§
早
謁
。
ミ
§
ぎ
ミ
寧
沁
笥
魯
§
縫
物
ミ
葡
賊
簿
§
織

　
G
薗
鴇
勲
O
勉
ヨ
鐸
哉
σ
q
ρ
6
Q
。
Q
。
で
さ
え
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
以
降
の
ア
テ
ナ
イ
は
、
ポ

　
リ
ス
外
部
か
ら
の
穀
物
供
給
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

　
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
ガ
ー
ン
ジ
ー
が
提
示
し
た
数
値
の
算
出

　
方
法
に
も
批
判
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
数
値
を
修
正
し
、
自
給
率
を
よ
り
低

　
く
見
積
も
る
研
究
者
も
現
れ
て
い
る
。
国
〆
竃
．
≦
臨
暮
劉
↓
ロ
Φ
Ω
「
巴
づ
↓
同
巴
Φ
o
｛

　
〉
爵
窪
ω
ぎ
昏
①
閃
。
善
管
O
Φ
艮
蟷
蔓
切
ρ
ぎ
麺
℃
貧
冠
霧
磐
匹
O
．
ω
日
岡
9
（
巴
ω
シ

　
ぎ
§
噸
ぎ
魯
誌
§
織
琳
、
ミ
謎
ミ
賊
§
嚇
9
日
目
。
口
α
8
レ
8
0
。
’
唱
b
」
O
卜
。
山
卜
。
Q
◎
一
〉
．

　
ζ
o
冨
口
ρ
壽
ミ
§
晦
琳
書
b
§
鴇
g
ミ
曼
、
↓
ぎ
鉢
き
§
帖
§
O
ミ
腎
9
§
⑤
§
咋
ぎ

　
§
譜
§
犠
凄
ミ
ミ
O
§
馬
ミ
執
塁
b
ロ
Ω
○
図
♂
『
9
N
O
O
メ
℃
P
ω
－
。
。
ω
・
な
お
、
先
行

　
研
究
に
お
け
る
穀
物
自
給
率
の
算
出
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、

　
冨
。
話
口
ρ
愚
．
6
鈍
℃
P
δ
を
参
照
。

④
国
竃
》
．
ゆ
剛
ω
ω
僧
9
器
こ
ミ
軸
§
ミ
奪
ミ
§
ミ
§
疑
鴇
凄
誌
胃
軸
寄
ミ
鴨
ミ

　
毎
§
ぎ
融
§
職
Ω
§
籔
q
ミ
O
誌
§
魯
ぴ
⑦
己
①
P
卜
。
0
8
■
O
P
一
議
山
謡
　
P
↓
．

　
国
コ
ゆ
Q
窪
¶
魯
M
嚇
ミ
§
儀
㌔
、
ミ
腎
虚
肺
ぎ
ミ
ミ
馬
↓
ミ
§
℃
o
勘
遷
§
職
ミ
鴨
肉
8
ミ
ミ
謹

　
§
職
⑦
8
に
電
駄
O
鳶
§
魯
ミ
噺
一
免
O
M
動
9
向
こ
〉
口
5
＞
誉
。
同
』
O
一
ρ
ロ
O
．
課
よ
S

⑤
［
〉
甑
ω
け
］
ム
ミ
、
ミ
轟
幽
．

第
一
章
　
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

⑥
こ
う
し
た
穀
物
供
給
政
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
竃
。
話
コ
P
曾
．

　
亀
赴
O
P
ω
ω
令
。
。
ω
①
を
参
照
σ

⑦
×
Φ
戸
ぎ
象
ρ
一
柵
ψ
H
ω
品
目
2
。
づ
噺
琴
簿
頃
磐
ω
①
三
①
量
）
噌
謡
魯
恥
駐
黛

　
謎
導
§
脳
ミ
国
の
8
帰
臥
§
き
黒
き
N
ミ
き
O
§
ミ
軽
し
ロ
■
9
㌦
諏
ミ
恥
き
識
ら
ミ
奪
壁
。
職
§
－

　
職
§
ミ
§
職
O
ミ
ミ
ミ
鳩
N
貯
遷
§
ミ
鴨
㌔
匙
謹
§
ぎ
－
魯
爲
6
譜
恥
§
織
ミ
鴨
憩
爲
審

　
謡
講
ミ
論
b
ご
嵩
浅
。
亀
ミ
ミ
恥
§
ミ
馬
G
o
愚
器
b
鴨
ミ
。
箕
、
四
§
蹄
ミ
討
譲

　
毒
毫
§
職
卜
§
℃
○
α
Φ
霧
ρ
一
㊤
誤
’
P
刈
9
伊
藤
無
芸
噸
古
典
期
の
ポ
リ
ス

　
社
会
㎞
岩
波
書
店
、
一
九
入
一
年
、
一
八
七
頁
一
出
．
ζ
o
韓
ぴ
q
o
ヨ
Φ
曙
．
．
竃
①
7

　
0
冨
鋤
簿
◎
・
膨
。
郎
α
o
h
O
o
3
．
”
Ω
甑
N
Φ
湯
四
二
α
閃
。
脱
鉱
讐
興
ω
ぎ
跨
Φ
＞
9
①
巳
き

　
O
茜
冒
↓
雲
門
ρ
⑦
O
Φ
一
’
一
㊤
G
Q
①
．
ロ
P
潟
ω
ふ
一
特
に
賢
轟
q

⑧
こ
う
し
た
海
上
交
易
商
人
の
重
要
性
の
高
ま
り
に
注
目
し
た
分
析
を
行
っ
て
い

　
る
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
国
ロ
σ
q
o
戸
愚
■
寓
計
ε
．
b
。
嵩
l
b
。
N
冒
橋
本
資
久
「
ア

　
テ
ナ
イ
に
お
け
る
他
者
認
識
一
1
古
典
期
に
お
け
る
「
地
政
学
的
遠
隔
地
」
出
身

　
者
へ
の
顕
彰
を
め
ぐ
っ
て
一
」
桜
井
万
塁
子
、
師
尾
晶
子
編
糊
古
代
地
中
海
世

　
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
i
空
間
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
文
化
の
交
錯
一
臨
山
川
出

　
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
　
一
〇
九
～
＝
二
五
頁
一
篠
原
道
法
「
前
四
世
紀
以
降
の
ア

　
テ
ナ
イ
に
お
け
る
外
国
人
の
社
会
進
出
と
自
己
表
現
－
墓
碑
の
分
析
を
通
じ
て

　
一
」
　
畢
四
洋
古
血
ハ
瀞
字
研
究
』
　
山
ハ
ニ
、
　
一
皿
〇
一
四
加
＋
、
　
五
一
～
晶
ハ
四
百
ハ
。

本
章
で
は
、
前
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ
の
海
上
交
易
商
人
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
、
そ
の
論
点
を
規
定
し
て
き
た
、
古
代
経
済
の
性
格
を
め
ぐ

る
議
論
と
併
せ
て
概
観
し
、
問
題
の
所
在
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
稿
の
課
題
を
提
示
し
、
具
体
的
な
考
察
対
象
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
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第
【
節
　
前
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ
の
海
上
交
易
商
人
に
関
す
る
先
行
研
究

　
海
上
交
易
商
人
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
古
代
経
済
の
性
格
を
め
ぐ
る
一
九
世
紀
末
以
来
の
論
争
と
密
接
に
関
連
す
る
形
で
す
す
め
ら
れ
て

き
た
。
こ
の
論
争
は
、
古
代
経
済
の
性
格
を
原
初
的
な
も
の
と
み
な
す
立
場
（
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
）
と
、
近
代
的
な
も
の
と
み
な
す
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
モ
ダ
ニ
ズ
ム
）
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
海
上
交
易
商
人
に
関
す
る
そ
の
後
の
議
論
の
方
向
性
を
決
定
づ
け

た
の
が
、
ハ
1
ゼ
ブ
レ
ー
ク
と
、
彼
の
影
響
を
受
け
た
フ
ィ
ン
リ
ー
の
見
解
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
薄
墨
代
人
が
身
分
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
に

着
目
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
社
会
的
価
値
観
で
は
商
業
が
重
視
さ
れ
ず
、
そ
の
結
果
、
交
易
を
担
っ
た
の
は
、

ポ
リ
ス
社
会
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
る
非
市
民
や
貧
民
で
あ
り
、
ま
た
、
交
易
に
対
す
る
国
家
の
介
入
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
と
考
え

　
　
②

ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
議
論
を
受
け
て
、
先
行
研
究
で
主
た
る
論
点
と
さ
れ
た
の
は
、
商
人
の
社
会
的
地
位
、
お
よ
び
、
国
家
の
介
入
に
関
す
る
問
題
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
海
上
交
易
商
人
に
つ
い
て
の
先
駆
的
研
究
を
確
認
し
た
後
、
こ
の
二
つ
の
論
点
に
即
し
て
先
行
研
究
を
概
観

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
海
上
交
易
商
人
を
考
察
対
象
と
し
た
先
駆
的
研
究
と
し
て
は
、
一
九
二
六
年
の
ク
ノ
リ
ン
ハ
の
研
究
、
お
よ
び
、
一
九
三
五
年
の
フ
ィ
ン
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ル
ス
テ
イ
ン
（
フ
ィ
ン
リ
ー
）
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ノ
リ
ン
ハ
は
、
海
上
交
易
に
関
す
る
用
語
や
描
写
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

収
集
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
史
料
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ブ
イ
ン
ケ
ル
ス
テ
イ
ン
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

海
上
交
易
商
人
を
意
味
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
に
つ
い
て
、
史
料
の
包
括
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
第
一
の
論
点
で
あ
る
海
上
交
易
商
人
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
が
非
市
民
・
貧
民
で
あ
る
と
す
る
ハ
ー
ゼ
ブ
レ
ー
ク
や
ブ

イ
ン
リ
ー
の
モ
デ
ル
が
妥
当
か
否
か
を
軸
と
し
て
議
論
が
す
す
め
ら
れ
た
。
先
行
研
究
の
う
ち
、
エ
ル
ク
ス
レ
ー
ベ
ン
は
海
上
貸
付
制
度
に
関

　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
史
料
を
、
リ
ー
ド
は
海
上
交
易
商
人
に
関
す
る
史
料
を
、
そ
れ
ぞ
れ
網
羅
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
ミ
レ
ッ
ト
は
前
四
世

4　（684）
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⑨

紀
ア
テ
ナ
イ
の
貸
付
制
度
全
般
の
中
に
海
上
貸
付
制
度
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
モ
デ
ル
の
妥
当
性
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
い
ず
れ
も
、
海
上
交
易
商
人
が
、
海
上
貸
付
制
度
に
お
け
る
借
り
手
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
展
開
さ

れ
て
い
る
議
論
は
、
最
終
的
に
は
、
｝
方
に
貧
し
い
非
市
民
で
あ
る
借
り
手
が
存
在
し
、
他
方
に
富
裕
な
市
民
で
あ
る
貸
し
手
が
存
在
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
っ
た
図
式
に
帰
結
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
今
日
最
も
一
般
的
な
立
場
は
、
こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
基
本
的
に
は
肯
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
問
題
点
を
部
分
的
に
修
正
す
る

　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
ン
セ
ン
は
、
法
廷
弁
論
中
に
現
れ
る
商
業
関
係
者
の
数
を
提
示
し
、
海
上
交
易
商
人
で
あ
る
者
の
中
に
高

い
割
合
で
ア
テ
ナ
イ
市
民
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
逆
に
、
海
上
貸
付
の
貸
し
手
の
中
に
非
市
民
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
⑫

と
を
示
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
伊
藤
貞
夫
が
、
海
上
貸
付
の
貸
し
手
と
借
り
手
と
の
関
係
が
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
海
上
交
易

商
人
の
中
に
は
ア
テ
ナ
イ
市
民
で
あ
る
者
も
一
定
数
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
両
者
の
性
質
を
二
項
対
立
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
沢
伸
行
は
、
こ
う
し
た
伊
藤
の
見
解
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
、
史
料
の
分
析
を
と
お
し
て
計
一
七
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ア
テ
ナ
イ
困
民
商
人
を
確
認
し
て
お
り
、
そ
の
数
の
多
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
エ
ン
ゲ
ン
の
研
究
で
は
、
交
易
関
連
奉
仕
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

す
る
顕
彰
事
例
の
分
析
を
と
お
し
て
、
こ
う
し
た
図
式
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
人
々
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
｝
方
、
第
二
の
論
点
で
あ
る
国
家
の
介
入
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
古
代
経
済
の
性
格
を
解
釈
す
る
上
で
の
判
断
材
料
と
す
る
た
め
に
、
介
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

が
存
在
し
た
か
否
か
自
体
が
問
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
で
は
、
こ
う
し
た
二
項
対
立
的
な
議
論
を
越
え
て
、
ア
テ
ナ
イ
が
経
済
に
関

す
る
問
題
に
ど
の
よ
う
な
形
で
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
具
体
的
な
状
況
が
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に

　
⑰

あ
る
。
と
り
わ
け
、
穀
物
供
給
政
策
に
注
目
し
た
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
植
民
市
（
ク
レ
ル
キ
ア
）
や

ボ
ス
ポ
ロ
ス
と
ア
テ
ナ
イ
と
の
関
係
に
注
目
し
た
分
析
を
行
っ
た
モ
レ
ノ
は
、
前
集
、
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
に
お
い
て
、
ア
テ
ナ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
政
治
的
エ
リ
ー
ト
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
交
易
関
連
奉
仕
へ
の
顕
彰
に
焦
点
を
絞
り
、
関
連
碑
文
を

網
羅
的
に
検
討
し
た
エ
ン
ゲ
ン
は
、
ア
テ
ナ
イ
が
前
五
世
紀
末
以
降
、
伝
統
的
価
値
観
を
徐
々
に
変
化
さ
せ
つ
つ
、
顕
彰
の
対
象
を
拡
大
す
る

5　（685）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
と
で
穀
物
供
給
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
。
わ
が
国
で
は
橋
本
資
久
が
、
遠
隔
地
出
身
の
被
顕
彰
者
に
焦
点
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

絞
り
分
析
す
る
こ
と
で
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
時
代
に
フ
ェ
ニ
キ
ア
系
商
人
へ
の
顕
彰
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

6　（686）

第
二
節
　
問
題
の
所
在

　
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
問
題
点
と
し
て
は
、
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
海
上
交
易
商
人
の

性
質
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
の
は
、
彼
ら
の
社
会
的
地
位
に
関
す
る
問
題
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
海
上
交
易
商
人
の

活
動
は
、
こ
う
し
た
社
会
的
地
位
に
よ
る
区
別
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
史
料
か
ら
は
、
ア
テ
ナ
イ
を
含
め
た
様
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
地
域
の
出
身
者
が
、
市
民
権
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
交
易
に
従
事
し
て
い
る
様
子
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
海
上
交
易
商
人
は
特

定
の
ポ
リ
ス
を
越
え
て
移
動
す
る
人
々
で
あ
る
以
上
、
彼
ら
自
身
は
、
一
般
的
な
市
民
ほ
ど
に
社
会
的
地
位
を
重
視
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く

晦
・
従
・
て
・
海
上
交
易
商
人
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
は
・
む
し
ろ
・
実
際
の
交
易
活
動
を
妄
て
い
た
と
髪
ら
れ
る
・
海
上
交
易
商
人

の
人
的
紐
帯
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
国
家
の
介
入
の
有
無
や
、
ア

テ
ナ
イ
が
い
か
な
る
政
策
を
行
っ
た
か
を
論
点
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
ア
テ
ナ
イ
側
の
方
針
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
政
策
が
、
実
際
に
は
い
か
に
し
て
運
営
可
能
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
交
易
の
担
い
手
と
し
て
穀
物
供
給
を
支
え
て
い

た
は
ず
の
海
上
交
易
商
人
に
着
目
し
た
分
析
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
に
お
け
る
、
海
上
交
易
商
人
側
の
状
況
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
二
点
に
つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
す
な
わ
ち
、
海
上
交
易
商
人
が
い
か
な
る
人
的
紐
帯
を
形
成
し
て
い
た
か
、
お
よ
び
、
そ
れ
が
ア
テ
ナ
イ
の
政
策
・

と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
に
よ
っ
て
、
ア
テ
ナ
イ
側
の
方
針
の
み
な
ら
ず
、
穀
物
供
給
政
策
の
運
営
の
実
態

に
迫
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
が
行
っ
た
穀
物
供
給
政
策
の
中
で
も
、
海
上
交
易
商
人
に
よ
る
穀
物
供
給
を
支

え
る
と
り
わ
け
重
要
な
部
分
で
あ
る
の
が
、
航
海
に
必
要
な
資
金
を
提
供
す
る
た
め
の
海
上
貸
付
制
度
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
と
、
ア
テ
ナ
イ
へ
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⑳

と
海
上
交
易
商
人
を
誘
致
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
主
た
る
分
析
対
象
と
し
た
い
。
従
っ
て
、
具
体
的
に
は

法
廷
弁
論
と
顕
彰
決
議
碑
文
を
史
料
と
し
て
用
い
つ
つ
、
商
業
裁
判
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
海
上
貸
付
の
事
例
、
お
よ
び
、
交
易
に
関
す
る
奉

仕
へ
の
顕
彰
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
下
で
は
、
ま
ず
第
二
章
に
お
い
て
、
交
易
に
関
す
る
奉
仕
へ
の
顕
彰
決
議
碑
文
を
手
が
か
り
と
し
て
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
が
形

成
さ
れ
る
状
況
を
確
認
す
る
。
次
に
、
第
三
章
に
お
い
て
、
商
業
裁
判
に
関
す
る
法
廷
弁
論
に
注
目
し
、
海
上
貸
付
制
度
の
運
営
に
つ
い
て
考

察
し
た
後
、
再
び
顕
彰
決
議
碑
文
を
検
討
し
、
こ
う
し
た
決
議
が
行
わ
れ
る
際
に
海
上
交
易
商
人
が
果
た
し
た
役
割
を
導
き
出
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
総
合
的
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
上
交
易
商
人
が
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
を
支
え
て
い
た
状
況
を
提
示
す
る

こ
と
が
、
本
稿
の
最
終
的
な
目
標
で
あ
る
。

①
こ
う
し
た
古
代
経
済
に
関
す
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
竃
．
H
’
閃
巨
曙
（
Φ
α
シ
憲
鳴

　
し
口
貯
ぎ
下
§
ミ
G
o
ミ
ミ
竃
毒
馳
芝
①
自
属
。
葺
．
｝
O
刈
費
前
沢
伸
行
「
古
代
ギ
リ
シ

　
ア
の
商
業
と
国
家
駄
樺
山
紘
一
他
編
『
商
人
と
市
場
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
の

　
国
家
i
㎞
（
岩
波
講
座
世
界
歴
史
　
五
）
岩
波
書
店
、
｝
九
九
九
年
、
一
五
七

　
～
一
七
九
頁
、
特
に
一
五
七
～
＝
a
頁
（
以
下
「
商
業
と
國
家
」
と
略
す
ど

　
周
藤
芳
幸
凹
古
代
ギ
リ
シ
ア
地
中
海
へ
の
展
開
匝
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇

　
〇
六
年
、
三
四
〇
～
三
四
二
頁
一
伊
藤
貞
夫
「
史
料
研
究
と
学
説
史
i
古
代
経

　
済
史
の
場
合
一
」
『
日
本
学
士
院
紀
要
㎞
六
四
、
二
〇
～
○
年
、
一
〇
九
～
一

　
四
〇
頁
一
閃
ロ
ぴ
q
①
拝
9
．
職
野
薯
．
卜
。
O
山
9
ω
b
。
刈
』
．
①
を
参
照
。

②
旨
欝
ω
。
耳
。
Φ
評
¶
⑦
ミ
ミ
§
織
さ
ミ
鴨
こ
ミ
ミ
§
9
§
曽
§
N
§
§
9
§
壌

　
始
§
、
N
§
鷺
鳶
N
ミ
§
咋
隷
§
§
縄
き
、
ミ
冬
魯
ミ
忘
尉
堕
↓
§
首
帥
q
㊦
P
一
8
。
。
．
℃
P

　
b
。
一
山
《
一
〇
刈
∴
O
ρ
言
H
．
閃
ぎ
【
①
メ
↓
、
ミ
吾
§
§
隅
肉
8
M
N
薯
§
b
。
巳
巴
．
ト
。
巳
§
．

　
一
〇
〇
。
伺
薯
．
O
卜
。
ゐ
命
乞
〇
？
ミ
①
．

③
国
．
閑
8
三
お
9
。
甲
寧
愚
ミ
塗
b
犠
ミ
§
ぎ
魯
ミ
ミ
ぎ
魯
、
§
9
鴨
悪

　
卜
§
ミ
妹
ミ
偽
誌
。
ミ
魯
ミ
ミ
味
。
郎
適
無
ミ
ミ
＞
B
。
。
叶
興
紆
ヨ
．
同
O
ま
・

④
竃
同
．
霊
宝
Φ
聾
Φ
虚
円
B
℃
。
「
。
ω
、
羅
爵
再
。
。
。
旧
食
。
蝕
諮
冨
一
。
ω
　
〉
等
。
－

　
δ
ぴ
Q
o
3
Φ
爵
8
警
Φ
Q
り
窪
身
o
h
＞
9
窪
窪
コ
↓
鑓
儒
ρ
亀
神
ω
ρ
6
ω
9
箸
．

　
認
O
I
ω
ω
⑤

⑤
海
上
交
易
商
人
に
関
す
る
史
料
は
断
片
的
で
あ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
文
献
史

　
料
を
可
能
な
限
り
網
羅
的
に
収
集
す
る
こ
と
は
、
商
入
の
性
質
を
議
論
す
る
上
で
、

　
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
従
っ
て
、
ク
ノ
リ
ン
ハ
の
研
究
は
、
海
上
交
易
商

　
人
に
つ
い
て
の
そ
の
後
の
研
究
の
基
盤
を
形
成
し
た
と
い
う
点
で
、
大
き
な
意
義

　
を
膚
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
個
々
の
史
料
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
現
在
に

　
至
る
ま
で
に
、
様
々
な
批
判
・
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
宏
三
8
Ψ

　
2
二
戸
o
P
簿
．
も
ロ
．
ω
ω
卜
。
1
し
。
G
。
し
。
翫
則
沢
伸
行
「
紀
元
前
四
世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
の
海
上

　
貿
易
一
海
上
貸
付
の
分
析
を
申
心
に
一
」
弓
削
達
、
伊
藤
貞
夫
編
噸
古
典
古

　
代
の
社
会
と
国
家
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
、
｝
〇
七
～
一
四
六
頁
、

　
特
に
＝
　
二
頁
注
七
（
以
下
門
海
上
貸
付
」
と
略
す
）
を
参
照
。

⑥
霊
鼻
Φ
毎
の
昼
8
．
警
も
。
．
ω
。
。
b
。
山
ω
9

⑦
国
9
国
隣
Φ
σ
鐸
望
①
国
皇
Φ
母
脱
じ
σ
①
8
幕
罵
§
帥
q
ω
鉱
器
ω
雪
巨
〉
島
ω
①
藍
麩
α
Φ
μ
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》
に
拓
づ
ω
一
夏
命
冒
鐸
『
g
部
α
Φ
誹
＜
．
F
N
．
．
ぎ
国
ρ
≦
Φ
δ
貯
。
鳳
（
Φ
e
■
熱
時
§
蹄
さ
鴨

　
℃
ミ
鴨
傍
、
き
帖
養
ミ
胃
℃
ミ
ミ
℃
郵
§
．
專
§
西
し
d
興
皆
．
6
刈
♪
箸
．
A
①
？
認
O
特
に

　
娼
や
心
認
ム
Q
。
P
た
だ
し
、
エ
ル
ク
ス
レ
ー
ベ
ン
の
史
料
解
釈
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

　
ま
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
沢
「
海

　
上
貸
付
」
～
＝
二
頁
注
七
お
よ
び
＝
一
　
頁
注
二
四
一
型
竃
籠
Φ
詳
ζ
四
昏
ぎ
①

　
轡
。
き
ω
碧
創
葺
Φ
ω
喋
蓉
2
お
。
胤
O
梶
巴
評
ぎ
閃
。
霞
警
6
2
言
蔓
〉
夢
Φ
霧
、
ぎ
国

　
〇
四
彗
ω
Φ
ざ
囚
9
頃
8
鉱
謬
磐
α
○
菊
．
乏
ぼ
薄
舞
①
二
a
ψ
）
・
ぎ
包
焼
℃
こ
ぎ
》
℃
§
§
琳

　
肉
亀
謹
謹
M
ω
①
葺
色
Φ
ざ
一
㊤
○
。
ω
、
琶
．
ω
午
総
員
に
P
ω
○
。
を
参
照
。

⑧
ρ
ζ
．
園
①
①
9
§
篭
ミ
ミ
ぎ
職
§
暁
秘
こ
ぎ
き
ミ
§
嚇
Q
ミ
簿
§
、
、
9
9
寧

　
ぴ
鼠
山
o
Q
ρ
卜
。
0
8
噂
憎
や
心
1
9
0
ω
山
ω
b
。
．

⑨
≦
＝
愛
国
o
p
警
も
℃
．
。
。
㊤
ふ
斡

⑩
海
上
交
易
商
人
を
非
市
民
・
貧
民
と
す
る
モ
デ
ル
を
前
提
に
し
た
研
究
と
し
て

　
は
、
こ
の
他
に
、
即
曾
国
。
署
①
鐸
ぎ
魯
§
職
類
ミ
斡
賎
無
迷
§
O
貯
題
詩
ミ

　
Q
誌
題
弔
い
g
α
0
5
■
一
〇
刈
ρ
ロ
℃
．
ド
O
Q
。
山
O
縛
ζ
g
舐
。
ヨ
Φ
蔓
、
o
℃
．
o
搾
O
P
心
ω
1
2

　
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
は
、
ア
テ
ナ
イ
市
民
商
人
が

　
例
外
的
で
あ
っ
た
背
景
と
し
て
、
商
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
忌
避
す
る
心
性
の
み

　
な
ら
ず
、
専
門
知
識
の
欠
如
と
い
う
実
際
上
の
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指

　
摘
す
る
。

⑪
こ
の
モ
デ
ル
の
妥
当
性
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
研
究
が
、
同
じ
史
料
を
用
い
な
が

　
ら
異
な
る
見
解
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
竃
自
①
拝
8
．
o
同
ρ

　
箸
．
ω
刈
I
G
Q
㊤
一
図
昌
ひ
q
Φ
鐸
愚
．
q
欺
、
℃
P
H
伊
ω
N
ρ
ρ
卜
◎
H
を
参
照
。

⑫
尉
蹟
興
磐
心
仏
壁
ω
Φ
戸
3
ミ
b
o
ロ
．
急
劇
ω
．

⑬
伊
藤
貞
夫
門
古
典
期
の
ポ
リ
ス
社
会
と
そ
の
変
質
」
荒
松
雄
他
編
『
地
中
海
世

　
界
二
㎞
（
岩
波
講
座
世
界
歴
史
二
）
岩
波
書
店
、
～
九
六
九
年
、
七
九
～
一
〇
八

　
頁
、
特
に
九
　
～
九
三
頁
。

⑭
前
沢
門
海
上
貸
付
」
一
二
五
～
二
荒
頁
お
よ
び
一
三
四
～
；
蓋
頁
注
五
九
。

　
た
だ
し
、
前
沢
伸
行
「
紀
元
前
五
、
四
世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
海
上
貿
易
と

　
警
α
o
皇
凸
欄
西
洋
古
典
学
研
究
㎏
二
五
、
一
九
七
七
年
、
四
三
～
五
三
頁
（
以
下

　
「
エ
ク
ド
シ
ス
」
と
略
す
）
は
、
海
上
貸
付
が
普
及
す
る
以
前
の
、
前
五
世
紀
か

　
ら
前
四
世
紀
初
頭
に
は
、
富
裕
な
市
罠
に
よ
る
資
金
提
供
で
あ
る
エ
ク
ド
シ
ス
と

　
い
う
制
度
が
存
在
し
た
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
海
上
交
易
に
つ
い
て
は
ハ
ー
ゼ
ブ

　
レ
ー
ク
説
を
妥
当
な
も
の
と
み
な
す
。

⑮
的
超
雪
曇
ミ
魑
薯
」
O
ω
山
一
。
。
9

⑯
卑
匡
。
冨
P
8
9
。
劉
署
誌
8
ム
①
ピ
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
と
し

　
て
は
、
じ
d
認
p
魯
■
6
鈍
魑
b
サ
一
－
O
．
悼
ω
－
謡
を
参
照
。

⑰
初
期
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
O
■
旨
○
享
Φ
烈
き
き

　
き
0
9
ミ
ミ
㌔
O
N
ミ
塁
§
肉
鳥
、
電
ミ
N
、
ミ
勢
欝
》
導
§
鈎
○
馨
「
μ
鱒
O
O
8
ま
た
、

　
前
古
典
期
と
古
典
期
に
つ
い
て
、
穀
物
以
外
に
金
・
銀
・
木
材
を
含
め
て
論
じ
た

　
も
の
と
し
て
は
、
し
u
誘
ρ
愚
．
9
譜
署
．
b
。
。
。
山
駆
、
b
。
＝
山
ω
①
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

⑱
ζ
o
冨
賢
ρ
魯
§
」
思
・
註
㌣
H
心
ω
、
冨
①
b
㎝
甲
卜
。
①
ρ
認
甲
も
。
b
。
↑

⑲
穿
喰
窪
－
§
ミ
、
9
．
b
。
置
幽
卜
。
財

⑳
橋
本
、
前
掲
論
文
、
一
二
八
頁
。

⑳
例
え
ば
、
伝
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
法
廷
弁
論
第
三
五
番
に
お
い
て
は
、
ア
テ
ナ
イ
、

　
ハ
リ
カ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
、
パ
セ
リ
ス
、
エ
ウ
ボ
イ
ア
と
い
っ
た
地
域
の
出
身
者
が
関

　
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
門
O
Φ
臼
．
］
ω
ω
．
㎝
に
お
い
て
は
、
市
民
で
あ
る
話
者
が
、
交

　
易
活
動
を
通
じ
て
、
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
の
海
上
交
易
商
人
た
ち
と
知
り
合
い
と

　
な
っ
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ア
テ
ナ
イ
市
民
が
海
上
交
易
に
従
事
し

　
て
い
る
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
［
U
Φ
ヨ
］
Q
。
9
お
の
ア
ン
ド
ロ
ク
レ
ス
、

　
［
U
①
ヨ
昌
］
お
■
冠
∴
○
。
の
ピ
リ
ッ
ボ
ス
、
［
U
①
き
繍
α
⑳
9
｝
ρ
お
の
ミ
コ
ン
、

　
〉
口
Ω
o
p
一
．
一
ω
刈
の
ア
ン
ド
キ
デ
ス
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
碑
文
中
に
見
出
さ
れ
る

　
者
に
つ
い
て
は
、
○
牙
①
B
愚
噛
。
舞
O
P
ω
b
。
■
コ
．
Φ
Q
。
を
参
照
。

⑫
　
ζ
o
困
①
o
匡
ρ
魯
9
餅
℃
山
Q
。
一
．

⑬
H
。
り
助
甲
q
興
き
衛
口
き
。
。
Φ
嘆
息
．
q
鉢
㌧
ロ
．
卜
。
O
メ
前
沢
「
商
業
と
国
家
」
一
七
六
～
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紀元前四世紀アテナイにおける穀物供給政策と海上交易商人（杉本）

一
七
七
頁
一
θ
①
ヨ
］
ω
餅
α
O
ふ
b
a
’

第
二
章
　
海
上
交
易
に
関
す
る
奉
仕
と
顕
彰

　
本
章
で
は
、
ま
ず
、
顕
彰
決
議
碑
文
を
分
析
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
海
上
交
易
に
関
す
る
奉
仕
と
顕
彰
が
行
わ
れ
た
背
景
や
、
奉
仕
内

容
お
よ
び
被
顕
彰
者
の
種
類
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
次
に
、
顕
彰
事
例
を
検
討
し
、
被
顕
彰
者
が
行
っ
た
奉
仕
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
す

る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
奉
仕
に
み
ら
れ
る
特
徴
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ
る

こ
と
を
目
指
す
。

第
一
節
　
交
易
関
連
奉
仕
と
被
顕
影
者
の
種
類

　
前
述
の
と
お
り
、
ア
テ
ナ
イ
は
前
四
世
紀
に
深
刻
化
し
た
穀
物
供
給
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
た
。
海
上
交
易
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
奉
仕
を
行
っ
た
者
へ
の
顕
彰
は
、
こ
う
し
た
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
ポ
リ
ス

に
対
す
る
奉
仕
を
行
っ
た
者
へ
の
顕
彰
決
議
が
す
で
に
前
五
世
紀
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
碑
文
中
で
明
記
さ
れ
て
い
る
顕
彰
理
由
に
着
目
す

る
な
ら
ば
、
当
初
は
政
治
的
・
軍
事
的
な
奉
仕
が
顕
彰
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
前
四
世
紀
に
は
、
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
た
政
治
的
・
軍
事
的
奉
仕
に
加
え
、
交
易
に
関
す
る
奉
仕
へ
の
顕
彰
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
海
上
交
易
商
人
に
対
す
る
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

よ
う
な
顕
彰
事
例
は
、
前
四
世
紀
末
、
と
り
わ
け
パ
レ
ロ
ン
の
デ
メ
ト
リ
オ
ス
の
時
代
以
降
に
は
確
認
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
は
、

最
初
期
の
事
例
が
確
認
さ
れ
る
前
四
一
四
年
頃
か
ら
前
三
一
八
年
頃
ま
で
の
、
計
三
一
例
の
顕
彰
決
議
を
考
察
対
象
と
す
る
。
な
お
、
【
表
】

は
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
本
文
中
で
「
事
例
」
と
付
記
し
て
挙
げ
て
い
る
番
号
は
、
こ
の
表
の
事
例
番
号
と
対
応
し
て

　
④

い
る
。

　
ア
テ
ナ
イ
が
穀
物
供
給
を
目
的
と
し
て
こ
う
し
た
顕
彰
を
行
っ
て
い
た
一
方
で
、
被
顕
彰
者
が
奉
仕
を
行
っ
た
目
的
は
様
々
で
あ
っ
た
。
例

9　（689）



【表】　交易関連奉仕を行った者に対する顕彰決議一覧

No， 被顕彰者名（出身） 史　　料 年　　代 奉　仕 地位 名誉・特権 備　　考

1 リュコン（アカイア） ∫Oi3174 c．414－412

一
商　人 P；ε；S：航海特権

2 ピュトパネス① ∫σi398 411以前

｝
商　人 P；E

3 ピュトパネス② ∫Gi398 411／410

一
商　人 S；AS

4 ∫Oi3182パノステネス①（アンドロス）・アンティオ

Lデス

c．410－407／6

一 一
AT；C；P；E；S

∫Gi31825 パノステネス②（アンドロス） c．410－407／6

一 …
市民権

6 アルケラオス（マケドニア） ∫Gi3117 407／6 輸入品贈与 有力者 C；P；E；S

7 サテユロス1と息子たち（ボスポロス） ∫Gii2212 c．395－389／8 その他 有力者 C；冠；AT；市民
?；S

一（メガラ） ∫Gii2818 c．390－378／7

一
商　入 P；AS；S；歓待

9 レウコンと息子たち（ボスポロス） ∫Oii2212 389／8 輸入品贈与／

ｻの他

有力者 C；冠：AT：市民
?；S

∫Gii2286＋62510 一（アカイア？） c．350－325？

一
商　人 P：E；AT；AS；S

11 オロンテス（ミュシア） ∫Gii2207 349／8？ その他 有力者 C；冠；市民権；S

12 スパルトコス∬・パイリサデス1①・アポ
bロニオス（ボスポロス）

∫Gli2212 347／6 その他 有力者 C；市民権；AT；
･；S；ヒュペレシ
Aイ凹凹

∫Gii254313

一
c．340

一 一
C；冠；S

14 ピロメロス ∫σii2423 c．340－300 その他

一
S

∫Gii228315 一（サラミス） c．337 輸入品割引 商　人 C；冠：S

16 ソバトロス（アクラガス） Camp　3 c337－325 通常輸入 商　人 C；P；E；S；歓
ﾒ；観劇席

17 パンディオス（ヘラクレイア） Schweigert　39 c，337－320 通常輸入 商　人 C；S

（O

吹
j

O
｛



（
終
ミ
）
＜
櫃
粗
筆
考
鍵
劃
羅
督
灘
誌
§
鰻
ゆ
公
鶏
り
9
ヤ
示
卜
卜
禦
曲
・
圏
樫
暇

No． 被顕彰者名（出身） 史　　料 年　　代 奉　仕 地位 名誉・特権 備　　考

玉8 ポタモン・一一 ∫Gii2409 c．337－320？ 通常輸入 商　人 C；S

19 …ダス（コス） ／θii2416b 334／3－321 商船保護

一
S エンポロイ等が証

ｾ
20 ムネモン・…アス（ヘラクレイア） ∫Gi12408 333／2 輸入品割引 商　入 C；冠；S 将軍等が証言

21 ディオニュシオス ∫σii2363 335／40r331／O
盾秩@326／5

輸入品贈与 商　入 エイスポラ・従軍特

?：S
22 ヘラクレイデス①（サラミス） ∫Oii2360 330／29－328／7 輸入品割引 商　入 C；冠；使者派遣 入港したエンポロ

Cの中で最初

23 アプセスとその父（テユロス） ∫σii2342 c．330以降 通常輸入 商　人 C；冠；P；E；エン

Nテシス；S

24 パイリサデスエ②と息子たち（ボスポロス） ∫Oli2653 c．327 その他 有力者 青銅像

25 ヘラクレイデス②（サラミス） ∫ωi2360 325／4 輸入品購入の

ｽめの金銭贈

^

商　人 C；冠；P；E；エン
Nテシス；エイスポ

堰E従軍特権；S

26 アポッDニデス（シドン） IG　li2343 323／2

『 一
C；冠；Pl£；エン

Nテシス；S

エンポロイとナウ

Nレロイが証言

27 　　、cパ不ス ∫Gii2398a＋438 c．322／レ320／19 その他

一
市罠権；S

28 メトロドロスの息子たち（キュジコス） ∫Oii2401 c．321－319 その他 有力者 C；冠；S

29

一
ZO　li2407＋SEO

R2．94

c．321－318 通常輸入／商

D保護
商　人 C；冠；S

30 エウカリストス① ∫Oi三2400 320／19以前

一
商　人 P；E

31 エウカリストス② ∫Gii2400 320／19以前 輸入品齢引 商　人 C；S

凡例：①②需同～人物の登場回数。

AS・・アシュリア／AT＝アテレイア／C＝賞賛／E＝エウエルゲシア／P＝プロク三葉ア／．S＝＝石碑建立。

Camp＝J．　M．　Camp，　Proxenia　for　Sopatros　of　Akragas，1斜脚加43，1974，　pp．314－324の番号。

Schweigert＝E．　Schweigert，　Greek　Inscriptions，　llesperia　9，1940，　pp．309－357の番号‘。
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⑥

え
ば
、
後
述
す
る
ボ
ス
ポ
ロ
ス
王
の
場
合
、
ア
テ
ナ
イ
と
の
間
に
友
好
関
係
を
築
く
と
い
う
外
交
的
動
機
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

被
顕
彰
者
の
中
に
は
、
祖
国
を
追
わ
れ
て
ア
テ
ナ
イ
に
拠
点
を
移
し
た
と
思
わ
れ
る
者
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
場
合
、
彼
ら
は
ア
テ
ナ
イ
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
よ
り
よ
い
待
遇
を
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
顕
彰
に
は
特
権
や
名
誉
の
付
与
が
伴
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
自
体
を
目
的
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
い
た
奉
仕
者
も
存
在
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
交
易
に
関
す
る
奉
仕
・
顕
彰
関
係
に
着
目
し
、
関
連
す
る
顕
彰
決
議
碑
文
の
網
羅
的
分
析
を
行
っ
た
エ
ン
ゲ
ン
は
、
こ
う
し
た
奉
仕
を
「
交

易
関
連
奉
仕
啓
巴
Φ
決
①
｝
無
Φ
μ
ω
霞
≦
o
Φ
ω
」
と
呼
び
、
そ
の
奉
仕
内
容
を
「
輸
入
品
贈
与
」
「
輸
入
品
割
引
」
「
通
常
輸
入
」
「
商
船
保
護
」
「
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

他
」
の
五
種
類
に
分
類
す
る
。
本
稿
で
は
、
基
本
的
に
は
エ
ン
ゲ
ン
が
提
示
し
た
区
分
を
採
用
し
て
分
析
を
す
す
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
交
易
関
連
奉
仕
を
行
い
顕
彰
さ
れ
た
者
に
は
、
海
上
交
易
に
従
事
す
る
者
と
、
自
ら
は
交
易
に
従
事
し
な
い
者
と
の
二
種

　
　
　
　
　
　
⑨

類
が
確
認
さ
れ
る
。
海
上
交
易
商
人
が
前
者
に
含
ま
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
に
は
、
海
上
交
易
商
人
に
対
し
て
様
々
な
便
宜
を
図
っ
た
有
力
者

た
ち
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
顕
彰
決
議
は
い
ず
れ
も
、
ア
テ
ナ
イ
が
国
外
か
ら
必
需
品
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
た
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
章
で
は
、
こ
う
し
た
ア
テ
ナ
イ
側
の
意
図
に
即
し
、
有
力
者
に
対
す
る
顕
彰
事
例
も
併
せ
て

概
観
す
る
。
た
だ
し
、
本
稿
の
主
た
る
考
察
対
象
は
海
上
交
易
商
人
で
あ
る
た
め
、
有
力
者
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
参
考
と
す
る
に
と
ど

め
る
。

12　（692）

第
二
節
　
交
易
関
連
奉
仕
へ
の
顕
彰
事
例
の
検
討

　
以
下
で
は
、
ま
ず
、
有
力
者
に
対
す
る
顕
彰
事
例
を
概
観
し
た
後
、
有
力
者
以
外
の
事
例
に
つ
い
て
、
奉
仕
の
種
類
ご
と
に
確
認
す
る
。
な

お
、
有
力
者
に
対
す
る
顕
彰
事
例
で
は
、
具
体
的
な
奉
仕
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
適
宜
、
法
廷
弁
論
を
参
照
す

る
こ
と
で
情
報
を
補
う
こ
と
と
す
る
。

　
有
力
者
に
対
す
る
顕
彰
事
例
の
中
で
は
、
ボ
ス
ポ
ロ
ス
王
国
に
関
す
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
事
例
七
、
九
、
＝
一
、
二
四
の
計
四



紀元前四世紀アテナイにおける穀物供給政策と海上交易商人（杉本）

例
が
確
認
さ
れ
る
。
ボ
ス
ポ
ロ
ス
王
国
は
、
黒
海
沿
岸
に
位
置
す
る
穀
物
生
産
地
で
あ
る
。
現
存
す
る
顕
彰
決
議
碑
文
か
ら
は
、
少
な
く
と
も

サ
テ
ユ
ロ
ス
一
世
、
レ
ウ
コ
ン
、
パ
イ
リ
サ
デ
ス
　
世
と
ス
パ
ル
ト
コ
ス
ニ
世
、
ス
パ
ル
ト
コ
ス
三
世
の
治
世
に
、
ア
テ
ナ
イ
が
、
彼
ら
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
る
顕
彰
を
と
お
し
て
ボ
ス
ポ
ロ
ス
と
の
間
に
友
好
的
な
関
係
を
築
き
、
穀
物
の
供
給
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
碑

文
中
に
は
具
体
的
な
奉
仕
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
法
廷
弁
論
か
ら
は
、
彼
ら
が
ア
テ
ナ
イ
へ
と
向
か
う
商
船
に
対
す
る
免
税
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
っ
た
優
遇
措
置
を
と
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
ボ
ス
ポ
ロ
ス
王
へ
の
顕
彰
が
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
行
わ
れ
る
際
に

は
、
市
民
権
付
与
や
青
銅
像
建
立
と
い
っ
た
例
外
的
な
特
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
廷
弁
論
は
、
彼
ら
の
奉
仕
と
そ
れ
に
対
す
る
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

彰
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
ア
テ
ナ
イ
市
民
た
ち
の
問
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
テ
ナ
イ
は
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ス
ポ
ロ
ス
と
の
関
係
を
と
り
わ
け
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ボ
ス
ポ
ロ
ス
関
連
以
外
の
有
力
者
の
事
例
で
は
、
事
例
六
に
お
い
て
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
が
木
材
の
贈
与
を
行
い
顕
彰
さ
れ
て

　
⑮

い
る
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
関
し
て
は
、
伝
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
法
廷
弁
論
第
四
九
番
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
前
三
七
〇
年
頃
に
マ
ケ
ド
ニ

ア
王
ア
ミ
ュ
ン
タ
ス
に
よ
っ
て
木
材
の
贈
与
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
例
六
と
同
様
に
、
ア
テ
ナ
イ
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
有
力
者
と
の
関
係
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
ボ
ス
ポ
ロ
ス
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
以
外
の
有
力
者
の
事
例
と
し
て
は
、
事
例
＝
に
お
い
て
、
ペ
ル
シ
ア
総

　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

督
オ
ロ
ン
テ
ス
が
、
事
例
二
八
に
お
い
て
、
ペ
ル
シ
ア
総
督
と
つ
な
が
り
の
あ
る
キ
ュ
ジ
コ
ス
の
メ
ト
ロ
ド
ロ
ス
の
息
子
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

穀
物
輸
送
に
関
す
る
何
ら
か
の
奉
仕
を
行
い
、
顕
彰
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
次
に
、
有
力
者
以
外
の
事
例
に
つ
い
て
奉
仕
内
容
ご
と
に
確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
、
「
輸
入
品
贈
与
」
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例

と
し
て
は
、
事
例
一
二
と
事
例
二
五
が
確
認
さ
れ
る
。
事
例
二
一
で
は
顕
彰
理
由
と
し
て
、
被
顕
彰
者
が
穀
物
不
足
の
際
に
贈
与
を
行
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
例
二
五
で
は
、
被
顕
彰
者
が
ア
テ
ナ
イ
に
対
し
て
穀
物
供
給
用
の
金
銭
三
〇
〇
〇
ド
ラ
ク
マ
を
贈
与
し
て
い

る
。
当
時
の
職
人
の
日
当
が
約
一
ド
ラ
ク
マ
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
金
額
は
決
し
て
少
な
く
な
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

⑳
る
。
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「
輸
入
品
割
引
」
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
事
例
一
五
、
二
〇
、
二
二
、
三
一
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
具
体
的
な
価
格
が

読
み
と
れ
る
事
例
二
〇
お
よ
び
事
例
二
二
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
前
者
で
は
小
麦
一
廻
デ
イ
ム
ノ
ス
あ
た
り
九
ド
ラ
ク
マ
で
四
〇
〇
万
メ
デ
ィ
ム

ノ
ス
分
、
そ
し
て
同
等
量
の
大
麦
を
一
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
あ
た
り
五
ド
ラ
ク
マ
で
提
供
し
、
後
者
で
は
、
小
麦
一
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
あ
た
り
五
ド
ラ

ク
マ
で
三
〇
〇
〇
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
分
を
提
供
し
て
い
る
。
法
廷
弁
論
は
、
こ
の
奉
仕
が
行
わ
れ
た
の
と
同
時
期
に
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
い
て
穀
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
値
上
が
り
し
、
一
型
デ
ィ
ム
ノ
ス
あ
た
り
一
六
ド
ラ
ク
マ
で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
穀

物
が
大
幅
な
割
引
価
格
で
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
通
常
輸
入
」
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
事
例
一

六
、
一
七
、
一
八
、
二
三
、
二
九
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
穀
物
の
輸
送
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
、
価
格
へ
の
言
及
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
通
常
価
格
で
輸
入
品
が
提
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
「
商
船
保
護
」
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
事
例
一
九
と
事
例
二
九
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
奉
仕
が
行
わ
れ
た
状
況

が
比
較
的
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
事
例
一
九
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
例
は
、
被
顕
彰
者
自
身
が
海
上
交
易
商
人
で
あ
る
か
否
か
を

特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
点
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
顕
彰
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
奉
仕
に
つ

い
て
、
海
上
交
易
商
人
が
、
何
ら
か
の
証
言
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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「［

A
テ
ナ
イ
人
の
エ
］
ン
ポ
ロ
イ
［
と
］
、
サ
モ
ス
に
お
け
る
［
民
衆
］
と
、
ア
テ
［
ナ
イ
人
の
う
ち
］
た
ま
た
ま
傍
に
い
る
［
他
の
人
々
と
］
、
そ
の
他

の
人
々
は
、
製
造
す
る
…
…
コ
ス
の
…
…
ダ
ス
が
、
［
エ
ン
ポ
ロ
イ
と
］
ナ
ウ
ク
レ
ロ
イ
に
つ
い
て
護
衛
し
て
、
［
ア
テ
ナ
イ
の
］
民
衆
の
た
め
に
で
き
る
だ

け
豊
富
な
穀
物
が
入
港
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
ア
テ
ナ
イ
人
の
う
ち
誰
も
誰
に
よ
っ
て
も
［
不
正
に
邪
魔
さ
れ
ず
］
、
持
ち
去
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の

他
、
［
ア
］
テ
ナ
イ
人
の
う
ち
い
つ
も
傍
に
い
る
人
々
に
、
善
意
を
示
す
。
［
評
議
会
に
よ
っ
て
決
議
さ
れ
た
。
簸
に
よ
り
］
プ
ロ
エ
ド
ロ
イ
と
な
っ
た
者
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

門
最
初
の
］
民
会
に
お
い
て
［
論
議
］
す
る
こ
と
。
」
（
事
例
一
九
）
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⑮

　
「
エ
ン
ポ
ロ
イ
魯
ミ
。
℃
9
」
と
「
ナ
ウ
ク
レ
ロ
イ
ぐ
ミ
ベ
ン
竃
9
」
は
、
海
上
交
易
商
人
を
意
味
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
、
被
顕
彰
者
に
よ
る
奉
仕
内
容
と
し
て
「
商
船
保
護
」
と
「
在
サ
モ
ス
の
ア
テ
ナ
イ
人
に
対
す
る
何
ら
か
の
奉
仕
」
が
、
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

証
言
を
行
っ
た
者
と
し
て
「
海
上
交
易
商
人
」
と
「
在
サ
モ
ス
の
ア
テ
ナ
イ
人
た
ち
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
形
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
こ
の
事
例
か
ら
は
、
被
顕
彰
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
商
船
保
護
」
に
つ
い
て
、
商
船
を
保
護
さ
れ
た
海
上
交
易
商
人
が
証
言
し
て
い

る
状
況
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
商
船
保
護
」
が
行
わ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
前
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
関
す
る
次
の
二
つ
の
事
例
を
、
法
廷
弁
論
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
か
つ
て
あ
な
た
方
の
と
こ
ろ
が
ら
出
港
し
た
す
べ
て
の
将
軍
た
ち
は
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
私
は
何
で
あ
れ
刑
を
受
け
る
が
、
キ
オ
ス
人
か
ら
で
あ
れ
、
エ

リ
ュ
ト
ラ
イ
入
か
ら
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
人
々
、
私
は
小
ア
ジ
ア
に
住
む
入
棺
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
人
々
か
ら
で
あ
れ
、
金
銭
を

受
け
取
る
。
一
隻
あ
る
い
は
二
隻
の
船
を
持
つ
者
は
よ
り
少
な
く
、
よ
り
多
く
の
戦
力
を
持
つ
者
は
よ
り
多
く
受
け
取
る
。
…
…
し
か
し
、
自
分
の
と
こ
ろ

が
ら
出
港
す
る
エ
ン
ポ
ロ
イ
が
不
正
を
な
さ
れ
な
い
こ
と
、
掠
奮
さ
れ
な
い
こ
と
、
愚
身
の
船
が
護
送
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
彼
ら
は
買
う
の

で
あ
る
。
彼
ら
は
善
意
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
お
り
、
こ
の
収
入
は
こ
の
よ
う
な
名
前
を
持
っ
て
い
る
。
」

「
そ
こ
で
、
大
昔
か
ら
裕
福
で
あ
る
人
々
に
つ
い
て
、
お
よ
び
、
最
近
評
判
を
得
た
人
々
に
つ
い
て
、
我
々
が
全
く
間
違
っ
た
こ
と
を
一
言
っ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
者
た
ち
が
容
易
に
、
あ
る
者
が
そ
の
役
職
か
ら
凝
望
ラ
ン
ト
ン
も
得
て
い
る
と
意
う
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
、
私
に
は
思

わ
れ
る
。
死
ん
だ
者
に
つ
い
て
書
う
限
り
、
私
は
全
く
驚
か
な
い
。
と
い
う
の
も
、
彼
に
よ
っ
て
反
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。
し
か
し
、
生
き

て
い
る
人
々
に
つ
い
て
嘘
を
言
お
う
と
す
る
限
り
は
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
デ
ィ
オ
テ
ィ
モ
ス
が
、
彼
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
り
も
四
〇
タ
ラ
ン

ト
ン
多
く
ナ
ウ
ク
レ
ロ
イ
と
エ
ン
ポ
ロ
イ
か
ら
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
た
っ
た
今
、
民
会
に
お
い
て
あ
な
た
方
は
聞
い
た
。
そ
し
て
、
彼
が
や
っ
て
き

て
記
録
し
、
彼
が
不
在
中
に
中
傷
さ
れ
た
と
怒
っ
て
言
っ
た
と
き
、
ポ
リ
ス
は
金
銭
を
必
要
と
し
て
お
り
、
彼
は
計
算
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
た
の
だ
が
、
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⑳

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
誰
も
反
論
し
な
か
っ
た
。
」

　
前
者
か
ら
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
将
軍
た
ち
が
「
商
船
保
護
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
保
護
さ
れ
る
人
々
か
ら
金
銭
を
得
て
い
た
様
子
を
読
み
と

　
　
　
　
　
　
⑳

る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
か
ら
は
、
デ
ィ
オ
テ
ィ
モ
ス
が
自
身
の
役
職
を
利
用
し
、
海
上
交
易
商
人
た
ち
か
ら
金
銭
を
得
て
い
る
と
い
う
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
デ
ィ
オ
テ
イ
モ
ス
は
こ
の
時
将
軍
職
に
つ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
も
ま
た
前
者
と
同
様
に
、
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

上
交
易
商
人
の
た
め
に
「
商
船
保
護
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
金
銭
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
後
者
で
は
、
実
際
に
は
こ
の
情
報

が
不
正
確
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
訂
正
す
べ
き
こ
と
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
彼
自
身
が
認

め
て
い
る
よ
り
も
」
多
く
の
金
銭
を
得
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
換
摂
す
れ
ば
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
こ
う
し
た
行
為
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
自
体
は
、
本
人
で
す
ら
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
海
上
交
易
に
は
、
敵
国
や
海
賊
に
よ
る
商
船
隼
捕
の
危
険
性
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
の
「
商
船
保
護
」
は
、
そ
の
奉

仕
の
性
格
上
、
ア
テ
ナ
イ
の
み
な
ら
ず
、
保
護
さ
れ
る
海
上
交
易
商
人
に
と
っ
て
も
直
接
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
以
上
の
法
廷
弁
論
か
ら
は
、
「
商
船
保
護
」
を
行
う
者
と
、
保
護
さ
れ
る
海
上
交
易
商
人
と
の
問
に
、
奉
仕
の
見
返
り
と
し
て

金
銭
を
受
け
取
る
と
い
う
関
係
性
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
事
例
一
九
の
場
合
、
「
商
船
保
護
」
を
行
っ

た
者
は
ア
テ
ナ
イ
市
民
で
も
将
軍
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
顕
彰
者
に
よ
る
「
商
船
保
護
」
に
つ
い
て
、
保
護
さ
れ
た
海
上
交
易
商
人

が
証
言
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
が
奉
仕
者
の
顕
彰
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
彼
ら
の
間
に
、
奉
仕
の
見
返
り
と
し
て
顕

彰
を
受
け
取
る
と
い
う
関
係
性
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
顕
彰
決
議
碑
文
に
記
さ
れ
て
い
る
「
商
船
保
護
」
の
事

例
に
お
い
て
も
、
法
廷
弁
論
の
事
例
と
同
様
に
、
奉
仕
者
と
保
護
さ
れ
る
海
上
交
易
商
人
と
が
互
い
に
利
益
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
関
係
性
が
成

立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
奉
仕
者
と
ア
テ
ナ
イ
と
の
関
係
の
み
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な

ら
ば
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
顕
彰
事
例
か
ら
は
、
交
易
関
連
奉
仕
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、

前
節
の
分
析
内
容
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
顕
彰
者
が
行
っ
て
い
る
奉
仕
内
容
に
着
目
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
交
易
関
連
奉
仕
を
行
っ
て
顕
彰
さ
れ
た
者
の
中
に
は
、
複
数
回
の
奉
仕
を
行
っ
て
い
る
者
を
数
多
く
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
の
う
ち
、
海
上
交
易
商
人
が
被
顕
彰
者
で
あ
る
事
例
は
、
事
例
二
、
三
、
一
五
、
一
＝
一
、
二
五
、
二
九
、

三
〇
、
三
一
の
計
八
例
で
あ
る
が
、
商
人
に
対
す
る
顕
彰
事
例
一
七
例
の
う
ち
、
大
半
の
事
例
に
は
碑
文
の
欠
損
が
み
ら
れ
、
そ
の
欠
損
部
分

に
他
の
奉
仕
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
決
し
て
少
な
く
な
い
数
で
あ
る
と
み
な
す
ご

　
　
　
　
　
⑭

と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
被
顕
彰
者
が
複
数
回
の
奉
仕
を
行
っ
て
い
る
事
例
の
中
に
は
、
事
例
三
、
五
、
二
五
、
三
一
の
よ
う
に
、
顕
彰
さ

れ
る
以
前
の
み
な
ら
ず
顕
彰
後
に
も
奉
仕
を
行
い
、
再
び
顕
彰
さ
れ
て
い
る
事
例
が
、
ボ
ス
ポ
ロ
ス
王
関
連
碑
文
を
除
い
て
も
四
例
確
認
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
三
例
は
海
上
交
易
商
人
が
被
顕
彰
者
で
あ
る
。

　
以
上
の
傾
向
は
、
顕
彰
さ
れ
た
海
上
交
易
商
人
の
中
に
、
交
易
関
連
奉
仕
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
者
が
複
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

前
四
僅
紀
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
交
易
関
連
奉
仕
以
外
の
奉
仕
に
関
す
る
顕
彰
も
数
多
く
行
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
顕
彰
決
議
碑
文

に
お
い
て
は
、
交
易
関
連
奉
仕
へ
の
顕
彰
事
例
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
よ
う
な
、
こ
う
し
た
著
し
い
特
徴
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま

り
、
奉
仕
の
継
続
性
は
、
と
り
わ
け
交
易
関
連
奉
仕
へ
の
顕
彰
事
例
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の

よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
理
由
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
史
料
か
ら
、
何
年
も
の
間
ア
テ
ナ
イ
を
拠
点
と
し
て
交
易
活
動
に

従
事
し
て
い
た
海
上
交
易
商
人
の
存
在
が
読
み
と
れ
る
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
交
易
活
動
自
体
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
と
が
、
結
果
的
に
、
こ
う
し
た
傾
向
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
一
人
物
が
複
数
國
顕
彰
さ
れ
て
い
る
事
例
で
は
、
付

与
さ
れ
た
特
権
が
そ
の
都
度
異
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
事
例
二
と
事
例
三
の
被
顕
彰
者
で
あ
る
ピ
ュ
ト
パ
ネ
ス
は
、
一
回
目
に
は
プ
ロ
ク
セ
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⑰

ノ
ス
と
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ス
の
称
号
を
、
二
回
目
に
は
本
人
と
商
品
に
関
す
る
ア
シ
ュ
リ
ア
の
特
権
を
得
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
事
例
二
二
と
事

例
二
五
の
被
顕
彰
者
で
あ
る
ヘ
ラ
ク
レ
イ
デ
ス
は
、
一
回
目
に
は
、
航
海
中
に
奪
わ
れ
た
帆
を
取
り
戻
す
た
め
の
使
者
の
派
遣
と
い
う
特
別
な

援
助
を
得
た
の
に
対
し
、
二
回
目
に
は
プ
ロ
ク
セ
ノ
ス
と
エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ス
の
称
号
に
加
え
、
土
地
所
有
権
や
、
ア
テ
ナ
イ
市
民
と
と
も
に
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

軍
し
臨
晴
財
産
税
（
エ
イ
ス
ポ
ラ
）
を
支
払
う
権
利
等
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
種
類
の
特
権
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
、

海
．
上
交
易
商
入
に
よ
っ
て
奉
仕
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
彼
ら
が
継
続
的
に
交
易
関
連
泰
仕
を
行
う
際
に
は
、
同
じ
種
類
の
奉
仕
を
繰
り
返
す
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
種
類
の
奉
仕
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
事
例
二
二
と
二
五
の
被
顕
彰
者
で
あ
る
サ
ラ
ミ
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
デ
ス
は
、

「
輸
入
品
割
引
」
と
「
輸
入
品
贈
与
」
を
行
っ
て
お
り
、
事
例
二
九
の
被
顕
彰
者
は
、
「
通
常
輸
入
」
と
「
商
船
保
護
」
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
法
廷
弁
論
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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「
ポ
ル
ミ
オ
ン
は
、
と
こ
ろ
で
、
彼
の
共
謀
者
で
あ
り
証
人
で
あ
る
こ
の
者
と
協
力
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
我
々
に
対
し
て
金
を
返
さ
な
い
こ

と
を
、
当
然
だ
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
方
の
エ
ン
ポ
リ
オ
ン
へ
穀
物
を
輸
送
し
、
ま
た
、
ポ
リ
ス
に
三
度
の
危
機
が
降
り
か
か
り
、
あ
な
た
方
が

民
衆
に
と
っ
て
役
に
立
つ
者
を
見
分
け
た
と
き
、
誰
も
及
ぶ
者
が
な
か
っ
た
、
我
々
に
対
し
て
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
テ
バ
イ

に
侵
入
し
た
と
き
、
我
々
は
、
あ
な
た
方
に
現
金
～
タ
ラ
ン
ト
ン
を
無
償
で
提
供
し
た
。
そ
し
て
、
以
前
、
穀
物
が
値
上
が
り
し
、
～
六
ド
ラ
ク
マ
に
達
し

た
と
き
、
我
々
は
一
万
メ
デ
イ
ム
ノ
ス
以
上
の
穀
物
を
輸
入
し
、
一
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
あ
た
り
五
ド
ラ
ク
マ
の
定
価
で
あ
な
た
方
に
分
配
し
、
あ
な
た
方
は
み

な
、
こ
れ
が
ポ
ン
ペ
イ
オ
ン
に
お
い
て
分
配
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
昨
年
、
私
と
私
の
兄
弟
は
、
民
衆
の
た
め
に
穀
物
を
購
入
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
一
タ
ラ
ン
ト
ン
を
、
あ
な
た
方
に
無
償
で
提
供
し
た
。
扁

こ
こ
で
は
、
話
者
で
あ
る
海
上
交
易
商
人
ク
リ
ュ
シ
ッ
ボ
ス
が
、
こ
の
弁
論
が
行
わ
れ
た
時
点
ま
で
に
行
っ
た
奉
仕
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
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し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
彼
が
少
な
く
と
も
「
通
常
輸
入
」
、
「
輸
入
品
割
引
」
、
「
輸
入
品
贈
与
」
と
い
っ
た
様
々
な
種
類
の
奉
仕
を
行
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
海
上
交
易
商
人
が
奉
仕
を
継
続
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
際
に
様
々
な
種
類
の
奉
仕
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
次
の

よ
う
な
状
況
が
導
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
海
上
交
易
商
人
は
、
奉
仕
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
奉
仕
を
行
う
可

能
性
の
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
「
輸
入
品
割
引
」
や
「
輸
入
品
贈
与
」
を
行
う
海
上
交
易
商
人
が
、
別
の
機
会
に
は
「
通

常
輸
入
」
を
行
い
、
あ
る
い
は
、
「
通
常
輸
入
」
や
「
輸
入
品
割
引
」
を
行
う
海
上
交
易
商
人
が
、
別
の
機
会
に
は
「
商
船
保
護
」
と
い
っ
た

奉
仕
も
行
い
得
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
商
船
保
護
」
は
、
前
節
で
確
認
し
た
と
お
り
、
奉
仕
者
と
保
護
さ
れ
た
海
上
交
易
商
人
と
を
結

び
つ
け
る
よ
う
な
奉
仕
で
あ
り
、
事
例
二
九
か
ら
は
、
海
上
交
易
商
人
に
よ
っ
て
も
こ
う
し
た
「
商
船
保
護
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

　
　
⑩

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
海
上
交
易
商
人
の
継
続
的
な
奉
仕
は
、
ア
テ
ナ
イ
に
穀
物
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
の
副
産
物
と
し
て
、
他
の
海
上
交
易
商
人
と
の
人
的
紐
帯
を
形
成
す
る
行
為
と
し
て
の
側
面
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
章
で
は
、
海
上
交
易
商
人
が
継
続
的
に
奉
仕
を
行
う
中
で
人
的
紐
帯
を
形
成
し
て
い
た
状
況
の
一
端
を
、
顕
彰
決
議
碑

文
の
分
析
を
と
お
し
て
確
認
し
た
。
次
章
で
は
、
法
廷
弁
論
を
主
た
る
分
析
対
象
に
加
え
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的

紐
帯
を
、
前
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
に
お
け
る
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
て
い
く
。

　
①
　
　
　
　
　
　
織
計
　
　
課
よ
9
橋
本
、
前
掲
論
文
、
一
〇
九
～
＝
○
頁
。
　
　
　
　
　
た
政
策
の
背
景
と
し
て
指
摘
す
る
。

　
円
p
α
q
①
戸
。
賢
　
　
　
づ
づ
．

②
国
農
Φ
鍔
9
．
ミ
㌧
o
ロ
．
ミ
㊤
山
。
。
ゴ
橋
本
、
前
掲
論
文
、
＝
九
頁
。

③
国
握
Φ
拶
3
ミ
噂
署
①
？
雪

④
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
§
3
0
P
卜
。
b
。
甲
防
。
。
を
参
照
し
、
年
代
に
つ
い
て

　
も
エ
ン
ゲ
ン
に
依
拠
し
た
。

⑤
ζ
o
お
口
p
魯
．
ミ
も
も
」
①
甲
卜
。
O
。
。
巳
ま
た
、
b
づ
誇
ρ
魯
ミ
も
b
」
①
H
山
①
Q
。
は
、

　
ボ
ス
ポ
ロ
ス
が
、
穀
物
の
質
や
収
穫
時
期
、
航
海
に
際
し
て
の
気
候
と
い
っ
た
点

　
で
、
他
の
穀
物
生
産
地
と
比
べ
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
う
し

＠＠＠＠＠O＠
㌧
Q
㌔
ω
爲
一
橋
本
、
前
掲
論
文
、

円
コ
ゆ
q
①
戸
魯
．
鳥
野
P
一
一
一
．

♂
凡
猟
㌧
b
P
刈
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◎
1
一
〇
P

奪
暁
鉢
、
P
一
8
．

鉄
馬
鉢
、
や
一
一
Q
◎
．

」
O
鴫
N
旨
燕
O
嘱
＄
ω
．

○
Φ
ヨ
．
卜
⊃
ρ
b
o
？
ω
ω
．
9
Q
ρ
［
O
Φ
津
］

＝
九
頁
。

ω
郵
ω
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H
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O
ρ
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⑬
O
㊦
ヨ
■
卜
。
ρ
8
ム
H
．

⑭
H
ω
躍
興
き
自
缶
磐
。
・
Φ
算
§
ミ
鳩
。
℃
．
卜
。
甲
卜
。
P

⑮
国
側
ぴ
q
の
西
夏
■
6
罫
u
』
。
。
ω
．
な
お
、
本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
三
一
例
の
顕
彰

　
決
議
事
例
の
中
に
は
、
木
材
の
供
給
に
関
す
る
も
の
が
、
事
例
四
、
六
の
計
二
例

　
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
必
需
品
確
保
の
た
め
の
ア
テ
ナ
イ
の

　
政
策
で
あ
る
点
で
、
穀
物
に
関
す
る
事
例
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
穀
物
供
給

　
の
場
合
同
様
、
海
上
交
易
商
入
が
そ
の
供
給
の
担
い
手
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本

　
稿
の
考
察
に
際
し
参
照
す
べ
き
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
事
例

　
も
併
せ
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑯
［
O
Φ
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］
お
N
①
．

⑰
ζ
．
｝
．
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ω
9
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こ
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N
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建
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・
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Φ
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H
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℃
・
⊂
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ω
出
介

　
円
冨
ゆ
q
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9
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．
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。
c
。
c
Q
I
卜
。
㊤
ρ

⑬
穿
ゆ
q
Φ
p
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ミ
℃
ロ
℃
．
。
。
嵩
山
卜
。
四

⑲
ρ
H
ω
9
語
艮
毎
ミ
§
笥
謡
§
エ
題
言
転
鳴
§
ミ
ミ
、
§
鴨
b
ミ
ミ
ト
葛
§

　
§
職
b
§
鳶
跨
ミ
．
、
尊
ミ
身
ぎ
淺
§
謡
肉
ミ
．
．
恥
恥
Q
Q
I
§
b
ご
◎
O
臨
8
0
Q
ρ
一
〇
Q
。
9

　
0
や
ω
b
⊃
塾
。
山
Q
。
ω
一
国
口
鴨
鍔
魯
．
ら
凡
計
燭
b
．
ω
O
ω
1
ω
O
分
ψ
U
■
じ
蝉
ヨ
σ
Φ
昼
国
防
ミ
ミ
ミ

　
冨
ミ
§
凡
§
鳴
鳥
ミ
勉
§
職
b
§
ミ
禽
恥
§
1
讐
し
口
9
§
蒔
§
ミ
§
、
自
適
ミ
勲

　
ド
①
5
魯
．
ト
の
O
匿
’
O
U
．
憲
9
H
①
一
1
6
メ

⑳
即
串
幻
嘗
量
押
↓
冨
卑
①
。
淳
冨
¢
ヨ
≦
。
エ
§
Φ
ρ
塾
鍋
｝
O
切
ω
も
。
．
6
雫

　
N
8
．

⑳
門
U
Φ
目
．
］
巽
ω
ρ

⑫
国
お
鐸
魯
ミ
、
琶
』
H
あ
P

⑳
　
き
ミ
、
℃
．
b
◎
㊤
ド
は
［
U
Φ
臼
］
㎝
卵
㎝
ω
を
根
拠
に
事
例
＝
二
を
「
商
船
保
護
」
に

　
含
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
モ
イ
ロ
ク
レ
ス
が
事

　
例
＝
二
の
被
顕
彰
者
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
事
例
＝
二
の

　
顕
彰
決
議
碑
文
か
ら
は
具
体
的
な
奉
仕
内
容
が
特
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿

　
で
は
こ
の
事
例
を
「
商
船
保
護
」
に
含
め
て
い
な
い
。

⑭
誌
㌔
a
O
σ
・

⑳
穿
。
旨
罐
p
。
．
§
ミ
噛
9
．
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0
ゐ
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ω
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G
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山
ω
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｝
．
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ω
。
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喫
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ロ
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巳
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ρ
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恥
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、
町
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要
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睦
ミ
さ
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切
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ミ
N
翁
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恥
ミ
零

　
§
誠
ミ
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ミ
題
§
O
惹
融
ミ
織
§
吻
N
、
O
識
帖
ミ
ミ
ミ
ミ
墨
O
Φ
ロ
Φ
〈
£
。
層
一
㊤
o
。
ρ
O
．

　
㊤
。
。
．
な
お
、
こ
こ
で
証
言
を
行
っ
た
海
上
交
易
商
人
が
「
エ
ン
ポ
ロ
イ
」
と
さ
れ

　
て
お
り
、
「
ナ
ウ
ク
レ
ロ
イ
」
へ
の
雷
及
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
エ
ン
ポ
ロ

　
イ
」
が
海
上
交
易
商
人
を
意
幽
す
る
最
も
～
般
的
な
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
説
明
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
O
四
国
鼻
①
毎
Φ
β
魯
．
。
鈍
噛
署
．
ω
鍵
山
ω
①
．

⑳
　
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
は
、
U
Φ
臼
．
帥
卜
。
切
（
三
四
一
年
）
一
ド
《
ψ
H
P
㎝
O
（
三
八
八

　
年
〉
で
あ
る
。
9
ζ
o
お
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ρ
魯
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黛
譜
P
ω
ω
9

⑱
∪
Φ
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錦
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ω
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国
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ω
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ミ
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刈
．

⑳
＜
雲
ω
ω
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。
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。
。
。
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9
粋
闇
u
』
メ

⑫
　
×
㊦
p
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黛
9
一
．
卜
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㎝
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⑳
）
回
ω
轟
Φ
『
磐
α
譲
露
。
・
Φ
戸
魯
．
9
貸
娼
や
切
甲
鵯
．

⑭
　
特
に
、
事
例
～
○
、
｝
七
、
～
八
、
二
〇
、
二
～
、
工
三
は
奉
仕
内
容
に
欠
損

　
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
他
に
も
奉
仕
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
事
例
三
、
二
五
、
三
一
。

＠　op　＠＠＠　pa
　
例
え
ば
、
［
U
①
日
．
］
ω
爵
ω
c
。
1
ω
ρ
［
U
Φ
目
．
］
⊆
陶
①
．
一
N
戯
窃
ム
メ

δ
効
塗

　
㌧
O
㌔
ω
①
ρ

　
［
U
Φ
ヨ
．
］
ω
蒔
ω
Q
。
山
O
．

　
事
例
二
九
に
お
い
て
「
商
船
保
護
」
を
行
っ
た
人
物
が
海
上
交
易
商
量
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
幻
①
Φ
9
魯
昌
職
野
P
お
Q
。
一
国
話
Φ
鵠
’
§
．
9
罰
O
P
ω
お
み
鼠

を
参
照
。
な
お
、
「
商
船
保
護
」
の
よ
う
な
奉
仕
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

海
上
交
易
商
人
の
中
で
も
～
部
の
者
に
隈
ら
れ
て
い
た
町
能
性
が
あ
る
。
し
か
し

（700）2e



な
が
ら
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
そ
の
他
の
種
類
の
交
易
関
連
奉
仕
に
も
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
第
二
章
第
二
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
「
輸
入
品
贈
与
扁

は
、
大
量
の
穀
物
や
金
銭
を
無
料
で
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
輸
入
品
割
引
」

は
、
穀
物
を
大
幅
な
割
引
価
格
で
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の

奉
仕
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
金
銭
的
余
裕
の
あ
る
商
人
に
隈
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
海
上
交
易
商
人
の
中
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
奉
仕
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
商
人
層
と
、
一
般
的
な
商
人
局
と
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
事
例
二
九
や
［
U
Φ
舜
］
ω
鼻
■
ω
◎
。
1
ω
㊤
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
奉
仕

を
行
う
商
人
が
「
通
常
輸
入
扁
に
よ
っ
て
穀
物
を
供
給
す
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
両
商
事
層
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

紀元前四世紀アテナイにおける穀物供給政策と海k交易商人（杉本）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
　
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
と
穀
物
供
給
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
章
で
は
、
商
業
裁
判
に
関
す
る
伝
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
の
五
一
の
法
廷
弁
論
、
お
よ
び
、
第
二
章
で
と
り
あ
げ
た
交
易
関
連
奉
仕
に
対
す
る
顕

彰
決
議
碑
文
を
分
析
対
象
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
中
で
確
認
さ
れ
る
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
に
注
目
し
、
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

供
給
政
策
に
お
け
る
そ
の
機
能
を
提
示
す
る
こ
と
を
臨
指
す
。

第
一
節
　
商
業
裁
判
に
関
す
る
法
廷
弁
論
か
ら
読
み
と
れ
る
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯

　
前
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
航
海
に
必
要
な
資
金
を
海
上
交
易
商
人
に
提
供
す
る
た
め
の
貸
付
制
度
が
発
達
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
海
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

貸
付
に
関
す
る
訴
訟
を
扱
っ
た
の
が
、
商
業
裁
判
勲
§
h
魯
薗
是
§
ミ
で
あ
っ
た
。
商
業
裁
判
は
、
前
四
世
紀
半
ば
の
エ
ウ
プ
ロ
ス
の
財
政
政

策
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
司
法
制
度
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
契
約
文
書
が
存
在
す
る
海
上
貸
付
を
対
象
と
し
た
こ
と
、
ア
テ
ナ

イ
に
短
期
間
し
か
滞
在
し
な
い
海
上
交
易
商
人
の
た
め
に
迅
速
な
手
続
き
が
と
ら
れ
た
こ
と
、
当
事
者
が
非
市
民
の
場
合
で
も
裁
判
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

身
元
保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
テ
ナ
イ
は
、
こ
う
し
た
商
業
裁
判
を
整
備
し
、
海
上
貸
付
制
度
を
機
能
さ
せ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
に
よ
っ
て
、
穀
物
の
供
給
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
こ
の
商
業
裁
判
に
関
す
る
法
廷
弁
論
に
お
い
て
確
認
で
き
る
海
上
貸
付
の
事
例
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
こ
で
海
上
交
易

商
人
の
人
的
紐
帯
が
果
た
し
て
い
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
と
り
わ
け
、
貸
付
契
約
の
締
結
と
借
金
の
返
済
は
、
海
上
貸
付
制
度
の
根
幹
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を
な
す
重
要
な
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
こ
の
二
点
に
注
目
し
て
分
析
を
す
す
め
た
い
。

　
ま
ず
、
貸
付
契
約
締
結
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
例
が
確
認
さ
れ
る
。

22　（702）

「
と
い
う
の
も
、
私
自
身
は
、
陪
審
員
諸
霜
、
ど
の
よ
う
で
あ
れ
こ
の
人
々
と
知
り
合
い
に
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
か
の
ス
ペ
ッ
ト
ス
区
の
デ
ィ
オ
パ

ン
ト
ス
の
息
子
ト
ラ
シ
ュ
メ
デ
ス
と
、
彼
の
兄
弟
の
メ
ラ
ノ
ボ
ス
が
私
に
味
方
し
て
お
り
、
我
々
は
可
能
な
限
り
互
い
に
親
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
彼

ら
が
彼
と
い
っ
た
い
い
つ
知
り
合
っ
た
の
か
私
は
知
ら
な
い
が
、
彼
ら
が
こ
の
ラ
ク
リ
ト
ス
と
と
も
に
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、
そ
し
て
、
私
に
、
こ

の
者
の
兄
弟
の
ア
ル
テ
モ
ン
と
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
に
、
彼
ら
が
活
動
す
る
よ
う
に
ポ
ン
ト
ス
ま
で
金
を
貸
す
よ
う
に
頼
ん
だ
。
…
…
そ
し
て
私
は
、
ト
ラ
シ
ュ

メ
デ
ス
と
彼
の
兄
弟
に
よ
っ
て
説
得
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
ラ
ク
リ
ト
ス
は
私
に
、
彼
の
兄
弟
の
と
こ
ろ
が
ら
金
く
の
公
正
さ
が
あ
る
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

我
々
の
ク
セ
ノ
ス
で
あ
る
カ
リ
ュ
ス
ト
ス
人
と
と
も
に
、
銀
三
〇
ム
ナ
を
貸
し
た
。
」

「
様
々
な
と
こ
ろ
に
行
っ
た
た
め
に
、
そ
し
て
、
エ
ン
ポ
リ
オ
ン
の
周
り
に
住
ん
だ
た
め
に
、
私
は
航
海
す
る
人
々
の
ほ
と
ん
ど
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
ビ

ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
か
ら
の
入
々
と
、
そ
こ
で
過
ご
し
た
た
め
に
、
私
は
全
く
親
し
い
間
柄
で
あ
る
。
…
…
彼
と
パ
ル
メ
ノ
ン
は
、
エ
ン
ポ
リ
オ
ン
に
い
る
私

の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、
銀
貨
に
つ
い
て
話
し
た
。
そ
し
て
彼
（
1
ー
ア
パ
ト
ゥ
リ
オ
ス
）
は
自
身
の
船
を
抵
当
に
四
〇
ム
ナ
借
り
て
お
り
、
貸
し
手
た
ち

は
、
支
払
の
期
日
が
来
た
と
し
て
、
返
済
す
る
よ
う
彼
を
急
き
立
て
、
船
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
そ
し
て
彼
が
困
っ
て
い
た
た
め
、
パ
ル
メ
ノ
ン
は
　
O
ム

ナ
を
渡
す
こ
と
に
同
意
し
、
彼
は
私
に
、
一
二
〇
ム
ナ
出
す
よ
う
頼
ん
だ
。
…
…
さ
て
、
私
は
た
ま
た
ま
手
元
に
銀
貨
が
な
く
、
銀
行
家
ヘ
ラ
ク
レ
イ
デ
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
私
を
保
証
人
と
し
て
彼
に
金
銭
を
貸
す
よ
う
彼
を
説
得
し
た
。
」

前
者
の
事
例
で
は
、
海
上
交
易
商
人
で
あ
る
話
者
ア
ン
ド
ロ
ク
レ
ス
が
、
パ
セ
リ
ス
出
身
の
海
上
交
易
商
人
ア
ル
テ
モ
ン
と
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス

に
対
し
て
貸
付
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ア
ン
ド
ロ
ク
レ
ス
は
、
彼
が
も
と
も
と
彼
ら
と
知
り
合
い
で
は
な
か
っ
た



こ
と
と
、
親
し
い
友
人
に
紹
介
さ
れ
説
得
さ
れ
た
た
め
貸
付
を
行
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
後
者
の
事
例
で
は
、
か
つ
て
海
上
交
易
商
人

と
し
て
ビ
ュ
ザ
ン
テ
イ
オ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
話
者
の
人
脈
が
提
示
さ
れ
た
後
、
そ
の
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
出
身
で
あ
る
ア
パ
ト
ゥ
リ
オ
ス
へ

の
貸
付
が
行
わ
れ
た
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
銀
貨
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
か
っ
た
話
者
が
、
知
り
合
い
の
銀
行
家
に
貸
付

を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
事
例
は
い
ず
れ
も
、
海
上
貸
付
を
行
う
対
象
を
人
的
紐
帯
に
基
づ
い
て
判
断
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
契
約
締
結
後
か
ら
返
済
ま
で
の
問
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
例
が
確
認
さ
れ
る
。

紀元前四世紀アテナイにおける穀物供給政策と海上交易商入（杉本）

「
ペ
イ
ラ
イ
エ
ウ
ス
に
、
悪
い
人
間
た
ち
が
集
ま
っ
た
徒
党
が
あ
っ
た
。
あ
な
た
方
は
そ
の
去
た
ち
を
見
誤
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
彼
（
1
ー
ゼ
ノ
テ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ス
）
が
、
船
が
こ
こ
へ
帰
港
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
き
、
協
議
に
基
づ
い
て
、
我
々
は
彼
ら
か
ら
一
人
、
あ
る
知
り
合
い
を
使
者
と
し
た
。
」

醸
そ
う
す
る
と
、
彼
（
－
ー
ポ
ル
ミ
オ
ン
）
が
ボ
ス
ポ
ロ
ス
に
や
っ
て
き
た
と
き
、
彼
は
私
か
ら
の
手
紙
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
こ
で
冬

を
過
ご
し
て
い
る
私
の
奴
隷
と
仲
間
と
に
渡
す
よ
う
に
と
彼
に
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
手
紙
の
中
で
私
は
、
貸
し
付
け
た
金
銭
と
抵
当
に
つ
い
て
書
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

財
産
が
降
ろ
さ
れ
る
や
否
や
、
調
べ
、
見
守
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。
」

　
前
者
で
は
、
海
上
貸
付
の
借
り
手
で
あ
る
ゼ
ノ
テ
ミ
ス
が
契
約
ど
お
り
ア
テ
ナ
イ
に
帰
港
し
よ
う
と
し
な
い
状
況
に
お
い
て
、
貸
し
手
が
と

っ
た
手
段
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
貸
し
手
は
ペ
イ
ラ
イ
エ
ウ
ス
に
い
る
知
り
合
い
を
使
者
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゼ
ノ

テ
ミ
ス
に
対
し
て
働
き
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
後
者
で
は
、
貸
し
手
で
あ
る
ク
リ
ュ
シ
ッ
ボ
ス
が
、
契
約
締
結
後
、

借
り
手
で
あ
る
海
上
交
易
商
人
ポ
ル
ミ
オ
ン
に
よ
っ
て
交
易
活
動
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
監
視
を
ボ
ス
ポ
ロ
ス
に
い

る
自
身
の
奴
隷
と
仲
間
に
委
ね
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
例
か
ら
は
、
貸
し
手
が
貸
付
に
伴
う
リ
ス
ク
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を
考
慮
し
、
確
実
に
返
済
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
身
の
人
脈
を
駆
使
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　
前
述
の
と
お
り
、
契
約
締
結
お
よ
び
借
金
の
返
済
は
、
海
上
貸
付
制
度
が
機
能
す
る
上
で
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
以
上
で
検
討
し

た
例
は
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
、
海
上
交
易
商
人
の
私
的
な
人
的
紐
帯
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
海
上

貸
付
は
、
活
発
な
交
易
活
動
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
ア
テ
ナ
イ
で
は
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
史
料
か
ら
読
み
と
れ
る
。
そ
し
て
、
穀
物
供
給
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
は
、
ア
テ
ナ
イ
以
外
の
場
所
へ
と
穀
物
を
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

送
す
る
商
船
に
貸
付
を
行
う
こ
と
を
、
自
国
に
住
む
者
に
禁
止
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
上
貸
付
へ
の
こ
う
し
た
形
で
の
介
入
は
、
規

則
を
定
め
る
こ
と
で
海
上
貸
付
を
ア
テ
ナ
イ
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
海
上
貸
付
制
度
の
運
営
自
体
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

濡
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
も
ち
ろ
ん
、
商
業
裁
判
は
海
上
貸
付
を
め
ぐ
る
紛
争
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
裁
判
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
整
備
は
、
海
上
貸
付
の
運
営
を
保
護
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
節
の
分
析
結
果
は
、
こ
の

よ
う
な
商
業
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
た
状
況
で
す
ら
、
契
約
締
結
や
借
金
返
済
と
い
っ
た
、
海
上
貸
付
制
度
の
主
要
部
分
を
実
際
に
成
り
立
た
せ

る
た
め
に
は
、
海
上
交
易
商
人
の
私
的
な
人
的
紐
帯
を
用
い
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
海
上
貸
付
制
度
を
機
能
さ

せ
る
と
い
う
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
は
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
顕
漸
決
議
碑
文
か
ら
読
み
と
れ
る
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯

　
続
い
て
、
顕
彰
決
議
碑
文
を
も
と
に
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め
に
、
ま
ず
、
碑
文
中
に
お
い
て
、
被
顕
彰
者
以
外

の
海
上
交
易
商
人
の
存
在
が
読
み
と
れ
る
事
例
を
確
認
す
る
。
交
易
関
連
奉
仕
に
対
す
る
顕
彰
決
議
碑
文
の
う
ち
、
海
上
交
易
商
人
を
意
味
す

る
「
エ
ン
ポ
ロ
イ
」
あ
る
い
は
「
ナ
ウ
ク
レ
ロ
イ
」
が
被
顕
彰
者
以
外
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
三
例
に
、
第
二
章
第
二
節
に

お
い
て
引
用
し
た
事
例
一
九
を
加
え
た
、
計
四
例
で
あ
る
。
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紀元前四世紀アテナイにおける穀物供給政策と海上交易商人（杉本〉

「
…
…
［
残
り
］
…
…
［
エ
ン
ポ
ロ
イ
と
ナ
ウ
］
ク
レ
ロ
イ
の
…
－
民
会
に
よ
っ
て
称
え
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
…
…
と
ポ
タ
モ
ン
［
を
］
　
…
以
前
に

　
…
穀
物
が
輸
出
さ
れ
る
…
…
民
衆
に
。
…
…
選
出
す
る
こ
と
…
…
す
ぐ
に
…
…
到
着
し
て
…
…
す
る
人
は
誰
で
も
…
：
民
会
…
…
穀
物
が
…
　
　
［
ア
テ
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ナ
イ
へ
、
そ
し
て
…
…
［
ミ
］
レ
ト
ス
人
た
ち
…
…
ア
テ
［
ナ
イ
］
の
［
民
衆
の
］
…
…
民
衆
…
…
友
人
。
…
…
」
（
事
例
一
八
）

「
…
…
サ
ラ
ミ
ス
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
デ
ス
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
民
衆
に
対
し
名
誉
を
愛
し
続
け
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
何
で
も
善
い
こ
と
を
行
い
続
け
、
以
前
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

糧
不
足
の
際
に
、
小
麦
三
〇
〇
〇
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
を
五
ド
ラ
ク
マ
で
提
供
し
、
入
港
し
た
エ
ン
ポ
ロ
イ
の
中
で
最
初
の
者
で
あ
っ
た
の
で
。
・
…
」
（
事
例

ニ
ニ
）「

…
…
エ
ン
ポ
ロ
［
イ
と
ナ
］
ウ
ク
レ
ロ
イ
が
、
シ
ド
ン
の
［
デ
メ
ト
］
リ
オ
ス
の
子
［
ア
ポ
ッ
］
ロ
ニ
デ
ス
が
ア
テ
ナ
イ
の
民
衆
に
と
っ
て
［
善
き
者
で

あ
り
親
切
で
あ
る
］
と
証
言
し
て
い
る
［
の
で
、
民
会
に
よ
っ
て
］
次
の
よ
う
に
決
議
さ
れ
た
。
シ
［
ド
ン
の
デ
］
メ
ト
リ
オ
ス
の
子
ア
ポ
ッ
ロ
ニ
デ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

称
え
、
彼
に
一
〇
〇
〇
ド
ラ
ク
マ
［
の
］
黄
金
の
冠
を
授
け
る
こ
と
。
ア
テ
ナ
イ
の
民
衆
へ
の
美
徳
と
善
意
の
ゆ
え
に
。
…
…
」
（
事
例
二
六
）

　
こ
の
う
ち
、
事
例
一
八
は
欠
損
が
多
く
、
詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
次
に
、
事
例
二
二
は
、
顕
彰
理
由
の
説
明
文
申
で
、

「
入
港
し
た
エ
ン
ポ
ロ
イ
の
中
で
最
初
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
残
る
二
例
、
す
な
わ
ち
事
例
一
九
と
事
例
二
六
は
、
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
も
、
被
顕
彰
者
の
奉
仕
内
容
に
つ
い
て
海
上
交
易
商
人
が
「
証
言
」
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
証
言
が
行
わ
れ
た
事

例
は
、
海
上
交
易
商
人
以
外
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
一
例
、
事
例
二
〇
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。

「
…
…
ヘ
ラ
ク
レ
［
イ
ア
の
ム
ネ
モ
ン
と
］
…
…
ア
ス
が
［
書
っ
て
い
る
こ
と
と
、
将
軍
］
デ
ィ
オ
テ
ィ
［
モ
ス
と
、
デ
ィ
オ
テ
ィ
モ
ス
が
］
任
命
し
た
、

［
穀
物
の
］
輸
送
を
管
理
し
て
い
る
［
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
］
ド
ロ
ス
が
［
証
着
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
扁
、
す
な
わ
ち
彼
ら
（
闘
ム
ネ
モ
ン
と
…
：
ア
ス
）
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が
ア
テ
ナ
［
イ
］
の
民
衆
に
対
し
［
親
切
で
あ
り
］
、
四
〇
〇
万
［
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
の
］
シ
［
ケ
リ
ア
の
］
小
麦
を
九
ド
ラ
［
ク
マ
で
］
、
彼
が
運
ん
だ
［
同

じ
く
ら
い
の
大
麦
を
］
す
べ
て
五
［
ド
ラ
ク
マ
で
］
、
民
衆
に
［
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
］
、
民
会
に
よ
っ
て
［
次
の
よ
う
に
決
議
さ
れ
た
。
回

　
⑱

　
…
」
（
事
例
二
〇
）
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さ
て
、
以
上
で
確
認
し
た
事
例
の
う
ち
、
詳
細
が
不
明
で
あ
る
事
例
一
八
を
除
き
、
海
上
交
易
商
人
以
外
に
よ
る
証
言
が
行
わ
れ
て
い
る
事

例
二
〇
を
含
め
た
、
計
四
例
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
は
、
一
つ
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
、
顕
彰
決
議
碑
文
に
お
い
て
、
例
外
的
に
わ
ざ
わ
ざ
付
加
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
事
例
で
は
、
被
顕
彰
者

に
つ
い
て
、
そ
の
名
前
や
出
身
地
、
顕
彰
理
由
と
し
て
の
交
易
関
連
奉
仕
の
種
類
、
付
与
す
る
特
権
等
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
こ
う

し
た
付
加
情
報
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
情
報
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
い
か
な
る
状
況
が
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
指
摘
で
き
る
の
が
、
こ
れ
ら
の
付
加
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
事
例
は
、
交
易
関
連
奉
仕
へ
の
顕
彰
決
議
の
う
ち
、
顕
彰
理
由
が
詳
細

に
読
み
と
れ
る
範
囲
に
お
い
て
、
「
輸
入
品
割
引
」
と
「
商
船
保
護
」
が
行
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
事
例
と
、
ま
さ
に
｝
致
し
て
い
る
と
い
う

　
　
　
　
⑲

事
実
で
あ
る
。
換
雷
す
る
な
ら
ば
、
顕
彰
理
由
が
詳
細
に
読
み
と
れ
る
事
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
通
常
輸
入
」
や

「
輸
入
品
贈
与
」
と
い
っ
た
事
例
に
は
、
こ
う
し
た
付
加
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い

の
が
、
伝
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
法
廷
弁
論
第
三
四
番
の
、
ク
リ
ュ
シ
ッ
ボ
ス
が
行
っ
た
交
易
関
連
奉
仕
の
描
写
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
彼
は
、

「
通
常
輸
入
」
、
「
輸
入
品
割
引
」
、
「
輸
入
品
贈
与
」
と
い
っ
た
、
彼
が
行
っ
た
様
々
な
種
類
の
交
易
関
連
奉
仕
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
う
ち
「
輸
入
再
割
引
」
に
つ
い
て
の
み
、
「
あ
な
た
方
は
み
な
、
こ
れ
が
ポ
ン
ペ
イ
オ
ン
に
お
い
て
分
配
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
う
説
明
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
逆
に
、
顕
彰
決
議
碑
文
に
お
い
て
付
加
情
報
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
見
出
さ
れ
た
、
「
通
常
輸
入
」
と
「
輸
入
品



贈
与
」
に
つ
い
て
は
、
法
廷
弁
論
か
ら
い
か
な
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

に
つ
い
て
は
、
法
廷
弁
論
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
描
写
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
ず
、
「
通
常
輸
入
」
が
行
わ
れ
た
状
況

紀元前四世紀アテナイにおける穀物供給政策と海上交易商入（杉本）

「
し
か
し
、
も
し
彼
が
す
べ
て
の
貸
し
手
に
対
し
、
契
約
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
ア
テ
ナ
イ
に
お
い

て
一
一
五
ム
ナ
の
積
荷
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
彼
は
そ
う
せ
ず
、
食
糧
を
含
め
て
、
五
五
〇
〇
ド
ラ
ク
マ
の
積
荷
を
購
入
し
た
。
し
か
し
、
彼

は
七
五
ム
ナ
の
借
金
が
あ
る
。
さ
て
、
ア
テ
ナ
イ
入
選
霜
、
こ
れ
が
悪
行
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
抵
坐
を
提
供
せ
ず
、
船
に
財
産
を
積

み
こ
ま
な
か
っ
た
。
契
約
書
は
必
ず
積
み
込
む
よ
う
に
命
じ
て
い
る
の
に
。
…
…
そ
れ
で
は
、
五
〇
分
の
一
旗
を
集
め
る
人
の
台
帳
と
証
言
を
と
っ
て
く
だ

　
⑳

さ
い
。
扁

　
こ
の
事
例
で
は
、
話
者
か
ら
貸
付
を
受
け
た
海
上
交
易
商
人
ポ
ル
ミ
オ
ン
が
、
契
約
ど
お
り
に
荷
を
積
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て

お
り
、
話
者
は
そ
の
証
拠
と
し
て
、
五
〇
分
の
一
画
の
台
帳
を
提
示
し
て
い
る
。
五
〇
分
の
～
税
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
外
港
ペ
イ
ラ
イ
エ
ウ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

出
入
り
す
る
商
船
に
対
し
て
課
さ
れ
た
関
税
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ア
テ
ナ
イ
か
ら
出
港
し
た
ポ
ル
ミ
オ
ン
が
船
に
乗
せ
た
積
荷
の
量
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

台
帳
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
が
、
ベ
イ
ラ
イ
エ
ウ
ス
に
こ
う
し
た
台
帳
が
存
在
し
た
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
し
て
、
こ
れ
が
穀
物
を
輸
送
す
る
船
や
積
荷
の
出
入
国
の
記
録
と
し
て
利
用
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

事
例
は
、
穀
物
を
輸
入
し
た
と
い
う
事
実
自
体
に
つ
い
て
は
、
利
用
可
能
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
、
「
輸
入
品
贈
与
」
は
い
か
な
る
状
況
下
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
穀
物
あ
る
い
は
穀
物
購
入
の
た
め
の
金
銭
が
贈
与
さ
れ

た
事
例
と
し
て
は
、
事
例
九
、
事
例
二
一
、
事
例
二
五
、
そ
し
て
伝
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
法
廷
弁
論
第
三
四
番
の
ク
リ
ュ
シ
ッ
ボ
ス
に
よ
る
奉
仕
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

計
四
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
穀
物
や
金
銭
の
贈
与
事
例
は
、
前
四
世
紀
の
中
で
も
と
り
わ
け
穀
物
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

足
が
著
し
い
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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さ
て
、
こ
の
う
ち
、
事
例
九
の
被
顕
彰
者
レ
ウ
コ
ン
に
よ
る
奉
仕
に
つ
い
て
は
、

応
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
モ
ス
テ
ネ
ス
法
廷
弁
論
か
ら
、
当
時
の
ア
テ
ナ
イ
の
対
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「
こ
れ
が
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
か
、
よ
く
考
え
て
み
な
さ
い
。
彼
（
1
ー
レ
ウ
コ
ン
）
は
自
国
か
ら
穀
物
を
輸
出
す
る
人
々
か
ら
三
〇
分
の
一
騎
を
と
り
た

て
る
。
と
こ
ろ
で
、
穀
物
の
う
ち
彼
の
国
か
ら
こ
こ
に
到
着
す
る
も
の
は
、
約
四
〇
万
（
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
穀
物
監
督
官
の
下
の
台
帳

か
ら
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
一
昨
年
す
べ
て
の
人
々
の
も
と
で
飢
謹
が
生
じ
た
と
き
、
彼
は
十
分
な
穀
物
を
送
付
し
た
だ
け
で
な
く
、
銀
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

五
タ
ラ
ン
ト
ン
が
、
こ
れ
は
カ
ッ
リ
ス
テ
ネ
ス
が
管
理
し
た
が
、
さ
ら
に
余
分
の
利
益
と
し
て
生
ず
る
よ
う
に
ま
で
送
付
し
た
。
」

　
こ
こ
で
は
、
通
常
時
に
ボ
ス
ポ
ロ
ス
か
ら
ア
テ
ナ
イ
へ
と
穀
物
が
輸
送
さ
れ
て
い
た
状
況
と
、
飢
饒
の
際
に
特
別
に
穀
物
が
送
付
さ
れ
た
状

況
と
い
う
、
二
種
類
の
穀
物
輸
送
へ
の
言
及
が
読
み
と
れ
る
。
そ
し
て
、
前
者
に
関
し
て
は
穀
物
監
督
官
の
台
帳
が
証
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
後
者
に
関
し
て
は
、
カ
ッ
リ
ス
テ
ネ
ス
な
る
人
物
が
職
務
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
飢
饒
の
際
に
行
わ
れ
た
大
量
の
穀
物
贈
与
に
は
、
通
常
時
と
は
異
な
る
役
人
が
関
与
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
う
し
た
役
人

に
よ
る
業
務
内
容
が
、
の
ち
に
参
照
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
穀
物
や
金
銭
の
贈
与
に
関
す
る
残
り
の
三
つ
の
事
例
も
ま
た
、
ア
テ
ナ
イ
が
主
裁
に
襲
わ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

常
輸
入
」
で
は
、
輸
入
さ
れ
た
穀
物
は
直
接
国
内
の
穀
物
商
人
に
販
売
さ
れ
た
の
に
対
し
、
「
輸
入
品
贈
与
」
の
場
合
、
穀
物
が
無
料
で
贈
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
る
た
め
、
こ
れ
を
受
け
取
る
ア
テ
ナ
イ
側
は
、
市
民
へ
の
分
配
の
方
法
の
検
討
を
含
め
、
特
別
な
対
応
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
も
、
上
述
の
事
例
と
同
様
の
状
況
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
「
輸
入
品
贈
与
」
は
、
通
常
と
は
異
な

る
個
別
的
な
対
応
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
奉
仕
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
、
の
ち
に
確
認
が
行
え
る
よ
う
な
状

況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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「
通
常
輸
入
」
と
「
輸
入
品
贈
与
」
が
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
行
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
「
輸
入
品
割
引
」
と
「
商
船
保
護
」
は
、
証
言

が
可
能
な
人
々
が
限
定
的
で
あ
り
、
奉
仕
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
や
、
奉
仕
者
が
顕
彰
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
拠
づ
け
る
た
め
に
は
、

工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
「
輸
入
品
割
引
」
に
つ
い
て
は
、
「
あ
な
た
方
は
み
な
、
こ
れ
が
ポ
ン
ペ
イ
オ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

お
い
て
分
配
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
輸
入
品
が
提
供
さ
れ
た
具
体
的
な
状
況
を
想
起
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
あ

る
い
は
、
顕
彰
決
議
碑
文
に
お
い
て
は
、
事
例
二
〇
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
将
軍
と
穀
物
に
関
す
る
役
人
の
証
言
や
、
事
例
二
二
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
「
入
港
し
た
エ
ン
ポ
ロ
イ
の
中
で
最
初
」
と
い
っ
た
説
明
に
よ
っ
て
、
付
加
的
な
根
拠
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
他
方
で
、
「
商
船

保
護
」
は
ア
テ
ナ
イ
外
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
行
わ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
ア
テ
ナ
イ
市
民
た
ち
の
証
言
を
得
る
こ
と
は
、
よ
り
困
難

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
少
な
く
と
も
事
例
一
九
と
二
六
に
お
い
て
、
交
易
関
連
奉
仕
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
を
証
拠
づ
け
る
た
め
に
、
海
上
交
易

商
人
の
証
書
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
交
易
関
連
奉
仕
が
行
わ
れ
た
事
実
を
確
認
す

る
上
で
、
状
況
に
よ
っ
て
は
海
上
交
易
商
人
の
証
言
に
頼
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
奉
仕
内

容
が
読
み
と
れ
る
事
例
一
九
は
、
前
述
の
「
商
船
保
護
」
の
事
例
で
あ
り
、
奉
仕
者
と
海
上
交
易
商
人
と
の
人
的
紐
帯
が
確
認
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
交
易
関
連
奉
仕
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
証
言
は
、
そ
の
奉
仕
者
と
結
び
つ
い
た
商
人
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
得
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
交
易
関
連
奉
仕
へ
の
顕
彰
と
い
う
穀
物
供
給
政
策
を
行
う
上
で
、
ア
テ
ナ
イ
は
、
奉
仕
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
を
提
示

す
る
た
め
の
手
段
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
役
割
を
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
が
部
分
的
に
担
っ
て
い
た
と
い
う
状
況

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、
前
節
で
確
認
し
た
、
海
上
貸
付
に
関
す
る
状
況
と
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
は
、
海
上
貸
付
制
度
お
よ
び
交
易
関
連
奉
仕
へ
の
顕
彰
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う

点
で
、
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
の
実
際
の
運
営
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
［
】
∪
①
ヨ
■
｝
ω
b
o
「
口
∪
①
ヨ
．
扁
　
ω
ω
一
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一
U
o
ヨ
．
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ω
禽
［
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ω
9
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U
Φ
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α
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こ
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ら
　
　
が
す
べ
て
、
実
際
の
裁
判
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
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研
究
者
の
間
で
見
解
が
｝
致
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て
い
る
。
こ
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問
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て
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、
前
沢
「
海
上

　
貸
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＝
○
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四
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八
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北
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す
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ス
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事
例
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五
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九
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に
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い
て
は
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く
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付
加
情
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有
無
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困
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
交
易
関
連
奉
仕
へ
の
顕
彰
が
行
わ
れ
る

中
で
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
た
状
況
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
人
的
紐
帯
は
、
奉

仕
を
行
う
者
と
、
奉
仕
者
に
対
し
て
顕
彰
を
も
た
ら
す
者
と
の
相
互
的
関
係
と
い
う
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
次
に
、
第
三
章
第
一
節

で
示
し
た
よ
う
に
、
海
上
交
易
商
人
の
私
的
な
人
的
紐
帯
は
、
海
上
貸
付
制
度
の
主
要
部
分
を
支
え
て
い
た
。
従
っ
て
、
ア
テ
ナ
イ
は
、
こ
の

制
度
を
機
能
さ
せ
る
と
い
う
穀
物
供
給
政
策
に
お
い
て
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
に
依
存
し
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

第
三
章
第
二
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
交
易
関
連
奉
仕
へ
の
顕
彰
と
い
う
も
う
一
つ
の
穀
物
供
給
政
策
に
お
い
て
は
、
奉
仕
が
行
わ
れ
た
事
実
の

確
認
の
よ
う
な
、
政
策
の
運
営
に
直
接
か
か
わ
る
行
為
を
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
が
部
分
的
に
担
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
前
四
世
紀

ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
は
、
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
を
形
成
す
る
と
同
隣
に
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
営
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
が
い
か
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
穀
物
供
給
の
実
際
の
担
い
手
で
あ
る
海
上
交
易

商
人
に
焦
点
を
絞
り
考
察
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
分
析
の
結
果
、
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
は
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
他
の
ア
テ
ナ
イ
の
政
策
や
制
度
も
ま
た
、
様
々
な
私
的
な
人
的
紐
帯
に
よ
っ
て
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支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
社
会
的
地
位
と
い
っ
た
従
来
の
観
点
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
関
係
性
に

着
目
し
た
本
稿
の
成
果
は
、
穀
物
供
給
政
策
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
様
々
な
領
域
で
こ
う
し
た
関
係
性
の
詳
細

な
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
ア
テ
ナ
イ
社
会
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
前
四
世
紀
ア
テ
ナ
イ
の
穀
物
供
給
政
策
は
、
そ
の
重
要
性
の
ゆ
え
に
、
ア
テ
ナ
イ
社
会
に
お
け
る
価
値
観
や
政
治
家
の
活
動
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
成
果
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
前
四
世
紀
ア

テ
ナ
イ
が
置
か
れ
た
状
況
を
、
こ
う
し
た
諸
要
素
が
相
互
に
影
響
し
合
う
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
ア
テ
ナ
イ
内
部
の
動
向
の
み
に

着
目
し
て
い
て
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
海
上
交
易
商
人
の
動
向
を
、
ア
テ
ナ
イ
社
会
と
関
連
づ
け
な
が
ら
論
じ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
と
り
わ
け
海
上
交
易
商
人
の
人
的
紐
帯
を
考
察
対
象
と
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
、
海
上
交
易
商
人
と
ア
テ
ナ

イ
市
民
と
の
直
接
的
な
接
点
や
、
ア
テ
ナ
イ
社
会
と
海
上
交
易
商
人
と
を
結
び
つ
け
て
い
た
銀
行
家
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
必

　
　
　
②

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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【
付
記
】
　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金

（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
の
支
援
を
受
け
た
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大
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課
程
・
日
本
学
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会
特
別
研
究
員
）



Maritime　Traders　and　the　Food　Supply

　　　　in　Fourth－century　B．　C．　Athens

by

SUGIMOTO　Hinako

　　It　is　known　from　several　sources　that　Athenian　society　ln　the　fourth

century　B．　C．　suffered　severe　graiR　shortages．　Athens　tried　to　dea正with　the

matter　mainly　in　two　ways，　that　is，　by　attracting　maritime　traders　and

securing　the　system　of　maritlme　loans．　Concretely，　they　not　only　instigated

special　lega璽procedures　for　maritime　traders，　but　also　granted　honors　and

privileges　to　those　who　perf6rmed　trade－related　services。　Since　maritime

traders　were　thus　extremely　important　for　fourth－century　Athens，　research

f（）cusing　on　them　is　needed　to　gain　a　better　understanding　of　Athenian

　　ゆSOClety．

　　Nevertheless，　previous　s雛dies　have　not　examined　this　issue　sufflciently．

The　problems　encountered　in　these　studies　are　as　follows．　F量rst，　previous

studies　of　maritime　traders　have　chiefly　discussed　social　status，　namely，

whether　the　conduct　of　maritime　trade　was　limited　to　poor　non－citizens　or

not．　However，　such　a　distinction　seems　rather　u烈important　in　terms　of　ac加al

commercial　activities　for　in　many　cases　both　citizen　and　non－cltizen

maritime　traders　engaged　inもrade　together。　Thus，　instead　of　social　status，

more　attention　is　needed　on　the　private　relationships　of　maritime　traders

that　appear　to　have　been　essential　for　their　commercial　activities．　Second，

previous　studies　of　the　Athenian　f（）od　supply　have　mainly　discussed　how

Athens　intervened　in　commerce，　In　other　words，　they　rarely　focused　on　the

role　of　the　maritime　traders　who　actually　engaged　in　trade　aDd　imported

gra圭n　to　Athens．

　　In　order　to　solve　these　problems，　this　paper　examlne　the　f6110wing宅wo

issues：firstly，　the　characteristics　of　the　private　relatlonships　of　maritime

traders，　and　secondly，　the　role　of　maritime℃raders　in　determining　Athenian

policy　on　the　food　supply．’rhrough　these　ana豆yses，　it　will　become　clear　that

the　private　relationships　of　maritlme　traders　sus宅ained　Athenian　policy　on

food　supply．
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　　Focusing　on　inscriptions　recording　the　deliberations　for　honorary　decrees，

one　sees　that　there　were　many　kinds　of　trade－related　services　such　as　“gifts

of　imported　goods，”　“sale　of　imported　goods　at　reduced　prices，”　“simple

importations　of　goods，”　and　“securing　shipments．”　Although　most　of　these

were　services　to　Athens，　“securing　shipments　of　goods”　had　a　double　ro｝e，

that　is，　it　brought　benefit　to　both　AtheRs　and　to　the　maritime　traders．　One

example　shows　that　some　maritime　traders　testified　in　favor　of　an　honorand

who　secured　their　ship．　This　case　reveals　that　mutual　relationships　between

tke　honorand　and　maritime　traders　could　have　been　created　wiehin　the

framework　of　Athenian　policy　on　the　food　supply．　Also，　as　a　result　of　a

eloser　look　at　these　inscriptions　about　honorary　decrees，　it　ean　be　pointed

out　that　some　maritime　traders　repeatedly　provided　many　kinds　of　serviee，

which　signifies　that　those　who　engaged　in　other　kinds　of　services　could　also

“secure　shipments．”　To　sum　up，　Athenian　policy　on　the　food　supply

contributed　to　creating　the　private　relationships　of　the　maritime　traders，　that

is，　relatioRships　between　those　who　performed　trade－related　services　and

those　who　gained　profit　and　appreciated　them　in　tum．

　　Turning　to　the　role　of　maritime　traders　in　determining　Athenian　policy　on

the　food　supply，　1　examined　both　law　court　speeches　and　honorary　decrees

in　this　paper．　Firstly，　focusing　on　law　court　speeches，　1　analyzed　two　main

processes　of　maritime　loans，　namely，　their　contractiRg　and　repayment

Through　this　analysis，　1　clarified　that　the　private　relationships　of　maritime

traders　were　Recessary　to　maintain　the　system．　SecoRdly，　focusing　on　the

inscriptions　for　hoRorary　decrees，　1　examined　the　notable　fact　that　some　of

the　deliberations　for　honorary　decrees　contain　additional　information．　As　a

result，　1　pointed　out　that　the　private　relationships　of　marieime　traders　played

an　important　role　iR　sustaining　the　AtheRiaR　system　of　honors　for　trade－

related　services．

　　In　short，　this　paper　clarifies　that　Athenian　policy　on　the　food　supply

created　private　relatioRships　for　maritime　traders　and　that　Athens　was　able

to　maiRtain　the　policy　with　the　support　of　the　private　relationships　of　the

maritime　traders．　ln　other　words，　both　Athenian　policy　and　the　privaee

relationships　of　maritime　traders　affected　one　another，　which　is　an　important

factor　in　uRderstanding　Athenian　society　in　the　fourth　century　B．　C．
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